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平成22年度守谷市決算報告
平成23年度守谷市青少年海外派遣事業報告
国民年金　こんなときには、届出が必要です
情報ひろば
子育てカレンダー
市民活動サロン
生涯学習コーナー
フォトニュース
ヘルシー保健師だより

守谷駅周辺が大賑
にぎ

わい
商工まつり～きらめき守谷夢彩都フェスタ～（９月 24・25日）
　守谷駅西口駅前広場を中心に、市内の事業者や個人の出展ブースが多数
立ち並び、大変な賑

にぎ

わいをみせました。また、特設ステージでは、かっぽれ・
よさこいソーラン踊りやキャラクターショーなどのイベントが行われ、一
般のお客さんの参加体験など、来場者と一体となったステージが繰り広げ
られました。
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各
施
設
に
お
け
る
除
染
前
と

除
染
後
の
放
射
線
量
の
測
定
結

果
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

除
染
作
業
で
除
去
し
た
表
土

は
、
一
時
的
に
校
庭
や
園
庭
の

隅
に
埋
設
し
ま
し
た
が
、
汚
染

さ
れ
て
い
な
い
土
を
か
ぶ
せ
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

　

除
染
が
終
了
し
た
施
設
で

は
、
月
に
１
回
（
毎
月
第
２
水

曜
日
）の
放
射
線
測
定
を
行
い
、

　

市
で
は
、
児
童
の
「
安
心
・

安
全
」
を
確
保
す
る
た
め
、
市

立
の
小
学
校
・
保
育
所
等
で
除

染
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
私
立
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・

小
学
校
の
園
庭
・
校
庭
で
も
除

染
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
放
射

線
量
が
文
部
科
学
省
が
示
し
た

毎
時
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

（
茨
城
県
公
立
学
校
も
同
様
）

を
超
え
た
場
合
、
除
染
等
の
措

置
を
講
じ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
４
中
学
校
の
学
校
敷

地
内
の
放
射
線
量
を
詳
細
に
測

定
し
、
除
染
が
必
要
な
場
所
を

特
定
す
る
と
と
も
に
、
除
染
作

業
を
段
階
的
に
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

な
お
、
作
業
の
実
施
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

守谷市災害対策本部守谷市災害対策本部

　市ではこれまで、全ての小・中学校や幼児施設、公園等の放射線量測定を定期的に行うとともに、
校庭や園庭の放射線量の低減策を実施してきました。こうした市の放射線問題に関する取り組み
や今後の方針、現状等についてお知らせします。（平成 23年９月 28日現在）

結
果
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

幼

児

施

設
・

小
学
校
に
お
い
て

放
射
線
量
の
低
減
化
を

実
施
し
ま
し
た

幼児施設・小学校等の除染結果

中
学
校
に
お
け
る

放
射
線
量
の
低
減
化

区　分 除染方法
地表面 0cm 地表面 50cm
除染前 除染後 除染前 除染後

大井沢小学校 表土除去 0.342 0.093 0.298 0.104
大野小学校 表土除去 0.352 0.129 0.319 0.123
高野小学校 表土除去 0.390 0.106 0.352 0.107
黒内小学校 表土除去 0.322 0.114 0.310 0.125
御所ケ丘小学校 表土除去 0.392 0.109 0.372 0.118
郷州小学校 表土除去 0.346 0.160 0.320 0.148
松前台小学校 盛土 0.390 0.120 0.352 0.136
松ケ丘小学校 表土除去 0.433 0.111 0.375 0.116
守谷小学校 表土除去 0.345 0.102 0.339 0.113
東風小学校 表土除去 0.476 0.125 0.403 0.136
土塔中央保育所 表土除去 0.418 0.127 0.351 0.147
北園保育所 盛土 0.413 0.165 0.372 0.161
地域子育て支援センター 表土除去 0.566 0.089 0.406 0.101
まつやま保育園 表土除去 0.475 0.115 0.385 0.137
わかばのもり保育園 表土除去 0.404 0.164 0.294 0.166
つくば国際百合ケ丘
保育園 表土除去 0.355 0.148 0.325 0.147

もりり保育園 表土除去 0.290 0.190 0.282 0.193
つくば国際松並保育園 表土除去 0.332 0.156 0.329 0.170
ひかり幼稚園 表土除去 0.371 0.085 0.315 0.105
ひばり幼稚園 表土除去 0.408 0.096 0.317 0.198
わかば幼稚園 表土除去 0.351 0.168 0.288 0.158
二三ケ丘幼稚園 表土除去 0.377 0.127 0.320 0.135
みずき野幼稚園 表土除去 0.387 0.179 0.370 0.202
守谷幼稚園・守谷保育園 表土除去 0.315 0.115 0.289 0.116
南守谷児童センター 表土除去 0.345 0.150 0.286 0.170
北守谷児童センター 表土除去 0.382 作業中 0.219 作業中
子ども療育教室 表土除去 0.394 0.125 0.287 0.110

◆測定機器は、「環境放射線モニタRaDi-1000」および「NaI シン
チレーションサーベイメータ TCS-172B（日立アロカメディカ
ル）」を使用

◆測定値の単位は、「マイクロシーベルト /時間」
◆除去した表土を埋設した場所の放射線量率の測定値は、0.10 ～
0.15 マイクロシーベルト /時間

放射線量の低減化に取り組んでいます
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原
発
事
故
当
時
、
県
内
の
野

菜
や
原
乳
の
安
全
性
に
不
安
な

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
、
茨
城
県
が
定
期
的
に
実
施

し
て
い
る
放
射
線
量
検
査
で
は

「
未
検
出
」
と
な
っ
て
い
ま
す

（
詳
細
は
、
茨
城
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。
ま
た
、「
新

米
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
「
未

検
出
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

給
食
食
材
の
種
類
と
産
地
に

つ
い
て
は
、
購
入
予
定
と
実
績

を
７
月
か
ら
公
表
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
市
場
に
流
通
し
て

い
る
食
材
を
使
用
す
る
と
と
も

に
、産
地
の
公
表
を
行
い
ま
す
。

　

６
月
９
日
に
小
・
中
学
校
の

保
護
者
の
方
に
配
布
し
ま
し
た

「
学
校
生
活
上
の
留
意
事
項
」

に
つ
い
て
は
、
教
職
員
に
対
し

再
度
徹
底
を
図
り
、
常
に
放
射

線
を
意
識
し
て
学
校
生
活
上
に

お
け
る
放
射
線
対
策
を
強
化
し

ま
す
。

給

食

の

食

材

学
校
生
活
上
の

放
射
線
量
低
減
策

（守谷市内保育園除染作業の様子） （守谷市内私立幼稚園除染作業の様子）

（守谷市内小学校除染作業の様子）

（守谷市地域子育て支援センター除染の様子）
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◎農林水産物における放射性物質の検査結果などは、
　茨城県のホームページに掲載されています。　http://www.pref.ibaraki.jp/
◎放射線量の守谷市内における測定結果などは、
　市のホームページに掲載されています。　http://www.city.moriya.ibaraki.jp/
◎放射線量測定の一部の結果は、
　守谷市携帯サイト「モバイルもりや！」にも
　掲載されています。

　

米
に
つ
い
て
は
、
守
谷
地

区
・
高
野
地
区
・
大
野
地
区
・

大
井
沢
地
区
の
４
か
所
に
お
い

て
、
玄
米
の
収
穫
前
予
備
調
査

と
収
穫
後
の
本
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ

の
地
区
に
お
い
て
も
放
射
性
物

質
が
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
９
月
８
日
に
安
全
宣
言

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
検
査

結
果
が
公
表
さ
れ
る
ま
で
、
出

荷
自
粛
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
稲
わ
ら
に
つ
い
て
も

検
査
を
行
い
、
放
射
性
物
質
は

含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
で
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
・
カ
キ
ナ
・
パ
セ
リ
・
原

乳
・
牧
草
・
茶
葉
に
つ
い
て
放

射
性
物
質
の
影
響
が
見
ら
れ
た

た
め
、
出
荷
・
給
与
制
限
措
置

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
守
谷
市

内
で
も
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
原

乳
・
牧
草
が
対
象
に
な
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
全
て
制
限
措
置

が
解
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
ナ
ス
に
つ
い

て
検
査
し
た
結
果
、
放
射
性
物

質
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
県
で
は
、
引
き
続
き
季
節

の
野
菜
・
く
だ
も
の
等
の
検
査

を
行
い
、
測
定
結
果
を
公
表
し

て
い
き
ま
す
。

　

９
月
29
日
に
は
、
守
谷
産
の

さ
つ
ま
い
も
の
検
査
を
行
い
ま

し
た
。検
査
結
果
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

　

市
の
水
道
水
か
ら
は
、
放
射

性
ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

と
も
に
４
月
22
日
以
降
、
検
出

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
週

一
回
の
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
お
飲
み
く
だ

さ
い
。

た
り
８
千
ベ
ク
レ
ル
」
を
超
え

る
３
万
１
千
ベ
ク
レ
ル
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
最
終
処
分
場

の
確
保
が
出
来
ず
、
現
在
も
ド

ラ
ム
缶
に
詰
め
て
一
時
保
管
し

て
い
ま
す
。

　

９
月
26
日
現
在
、
飛
灰
の
放

射
能
濃
度
は
約
１
万
３
千
ベ
ク

レ
ル
に
低
下
し
て
い
ま
す
が
、

ド
ラ
ム
缶
の
数
は
、
１
１
７
５

本
（
約
２
６
０
ｔ
）
に
達
し
、

保
管
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

守
谷
市
議
会
で
は
、
９
月
の

定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
「
国
の

責
任
に
お
い
て
飛
灰
の
最
終
処

分
場
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」

を
、
国
に
対
し
提
出
し
ま
し
た
。

果
は
、
全
て
の
県
産
牛
肉
が
暫

定
規
制
値
以
下
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
検
査
は
継
続
さ
れ
、
結

果
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

　

下
水
道
汚
泥
に
含
ま
れ
る
放

射
性
物
質
の
測
定
結
果
は
、
直

近
の
９
月
15
日
で
、
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
１
㎏
当
た
り
３
２
０

ベ
ク
レ
ル
で
し
た
。
現
在
、
大

部
分
を
セ
メ
ン
ト
の
材
料
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、

７
月
11
日
の
放
射
能
検
査
に
お

い
て
、
ご
み
焼
却
時
に
発
生
す

る
飛
灰
か
ら
、
環
境
省
の
焼
却

灰
等
の
埋
立
て
基
準
「
１
㎏
当

　

茨
城
県
で
は
、
県
産
牛
肉
の

全
頭
検
査
を
実
施
し
、
安
全
が

確
認
さ
れ
た
も
の
を
出
荷
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
検
査
結

水
道
水
は
安
全
で
す

野

菜
・

原

乳

等

牛
肉
の
全
頭
検
査

守

谷

産

米

下
水
道
汚
泥
は

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
の

焼

却

灰

▼

保
管
の
様
子
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公
園
に
つ
い
て
は
、
数
が
多

く
、
公
園
全
体
の
面
積
も
広
い

こ
と
か
ら
表
土
の
除
去
は
難
し

い
状
況
で
す
。
現
在
は
、
遊
具

な
ど
が
あ
る
67
公
園
に
お
い

て
、
定
点
で
毎
週
放
射
線
量
を

測
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
対
応
と
し
て
は
、
遊

具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
や

園
路
、広
場
な
ど
、細
部
の
放
射

線
量
の
測
定
を
進
め
、
そ
の
結

果
を
も
と
に
、
毎
時
１
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
て
い
る

箇
所
に
つ
い
て
は
土
の
入
れ
替

え
な
ど
の
除
染
を
、
土
の
入
れ

替
え
な
ど
が
で
き
な
い
場
所
に

つ
い
て
は
「
立
ち
入
り
禁
止
」
な

ど
の
措
置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

公

園

の

状

況

守谷市内公園放射線量率測定値
　放射線量は、天候や風向き、測定箇所、時間、測定機の特性等により変化するものです。数値につきまし
ては目安としてご覧ください。
※測定機器は、TCS-172B 日立アロカメディカルを使用
※測定値の単位は、「マイクロシーベルト／時間」

No 公　園　名 時 間 地表面
0cm

地表面
50cm

1 高砂公園  8:57 0.45 0.36 
2 高砂桜公園  9:02 0.33 0.32 
3 新山公園  9:10 0.48 0.43 
4 さつき台公園  9:16 0.18 0.21 
5 土塔森林公園  9:25 0.31 0.35 
6 しいのき公園  9:31 0.34 0.33 
7 土塔公園  9:37 0.37 0.29 
8 上町公園  9:41 0.28 0.31 
9 新町公園  9:51 0.39 0.36 
10 栄町公園  9:59 0.51 0.44 
11 海老原町公園 10:06 0.41 0.40 
12 中央黒内公園 10:13 0.33 0.34 
13 つつじ公園 10:24 0.26 0.27 
14 こじゅけい公園 10:33 0.29 0.33 
15 ひばり公園 10:40 0.27 0.28 
16 立沢公園 10:49 0.27 0.28 
17 せせらぎの小路 11:03 0.33 0.24 
18 すずめ公園 11:12 0.24 0.22 
19 やまばと公園 11:19 0.17 0.22 
20 大山公園 13:31 0.31 0.30 
21 かぶとむし公園 13:40 0.22 0.23 
22 まつのき公園 13:46 0.25 0.28 
23 いこいの広場 13:57 0.20 0.22 
24 くわがた公園 14:09 0.23 0.26 
25 板戸井公園 14:18 0.15 0.17 
26 やまゆり公園（７号緑地） 14:26 0.35 0.34 
27 北守谷野球場 14:34 0.21 0.26 
28 中之台児童公園 14:41 0.24 0.28 
29 四季の里公園 14:49 0.24 0.24 
30 ログハウス公園 15:57 0.51 0.40 
31 たけのこ公園 15:06 0.30 0.32 
32 すぎのこ公園 15:15 0.48 0.36 
33 大利根運動公園 15:53 0.26 0.22 

No 公　園　名 時 間 地表面
0cm

地表面
50cm

34 ひだまり公園  9:02 0.24 0.23 
35 松ケ丘公園  9:09 0.27 0.29 
36 うららか公園  9:20 0.36 0.32 
37 けやき台公園  9:27 0.21 0.28 
38 南守谷野球場  9:37 0.19 0.23 
39 かげろう公園  9:43 0.34 0.38 
40 乙子前坪公園  9:50 0.41 0.37 
41 梅作公園  9:58 0.34 0.32 
42 明神公園 10:05 0.39 0.29 
43 乙子公園 10:13 0.25 0.31 
44 乙子清水公園 10:19 0.34 0.29 
45 くりのき公園 10:36 0.42 0.35 
46 くわのみ公園 10:45 0.32 0.38 
47 みずき野中央公園 10:53 0.37 0.35 
48 みずき野野球場 16:38 0.25 0.29 
49 さくらの杜公園 11:05 0.43 0.39 
50 ざくろ公園 11:13 0.40 0.38 
51 もものき公園 11:23 0.35 0.29 
52 あんず公園 11:30 0.48 0.40 
53 どんぐり公園 11:36 0.16 0.28 
54 さくらんぼ公園 11:42 0.33 0.39 
55 新愛宕公園 13:23 0.39 0.32 
56 ひまわり公園 13:32 0.41 0.37 
57 つばき公園 13:38 0.42 0.36 
58 さつき公園 13:45 0.43 0.35 
59 城山公園 13:54 0.30 0.32 
60 守谷城址公園 14:00 0.34 0.30 
61 北園森林公園 14:09 0.32 0.34 
62 ひがし野２号公園 14:18 0.35 0.32 
63 さくら公園 14:29 0.28 0.28 
64 にじの公園 14:42 0.33 0.35 
65 20 号緑地（松風公園）14:50 0.32 0.35 
66 そよかぜ公園 14:57 0.31 0.31 
67 ゆうやけ公園 15:09 0.31 0.28 

〈平成 23年 9月 26日 ( 月 )  天気 午前：曇り 午後：曇り〉〈平成 23年 9月 27日 ( 火 )  天気 午前：曇り 午後：晴れ〉

▼

測
定
の
様
子
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●問合先　市役所財政課　内線 212・213

守谷市の家計簿

決算報告決算報告

内　訳 22年度（万円） 21年度（万円） 伸び率（％）

自
　
　
主
　
　
財
　
　
源

市 税 1,063,924 1,049,673 ＋ 1.4

繰 入 金 125,854 39,659 ＋ 217.3

諸 収 入 72,258 40,085 ＋ 80.3

繰 越 金 67,727 57,404 ＋ 18.0

財 産 収 入 45,448 37,289 ＋ 21.9

分担金及び負担金 27,434 27,008 ＋ 1.6

寄 附 金 11,506 80,031 ▲ 85.6

使用料及び手数料 9,208 8,983 ＋ 2.5

依
　
　
存
　
　
財
　
　
源

国庫支出金 254,420 209,525 ＋ 21.4

県 支 出 金 87,204 68,650 ＋ 27.0

地方消費税交付金 45,914 45,993 ▲ 0.2

市 債 42,890 59,000 ▲ 27.3

地方交付税 41,729 17,738 ＋ 135.3

地方譲与税 20,450 21,165 ▲ 3.4

地方特例交付金 12,585 10,917 ＋ 15.3

その他（利子割交付金など） 10,844 11,725 ▲ 7.5

計 1,939,395 1,784,845 ＋ 8.7

内　訳 22年度（万円） 21年度（万円） 伸び率（％）
民 生 費 537,696 405,383 ＋ 32.6

教 育 費 273,762 239,903 ＋ 14.1

総 務 費 197,266 282,820 ▲ 30.3

土 木 費 193,681 197,216 ▲ 1.8

公 債 費 190,699 188,679 ＋ 1.1

衛 生 費 149,147 123,354 ＋ 20.9

諸 支 出 金 111,723 64,175 ＋ 74.1

消 防 費 93,054 94,852 ▲ 1.9

議 会 費 18,652 18,991 ▲ 1.8

農林水産業費 17,007 17,814 ▲ 4.5

その他（商工費など） 7,839 7,688 ＋ 2.0

計 1,790,526 1,640,875 ＋ 9.1

193億 9,395万円
（対前年度比8.7％増）

一般会計　193億 9,395万円 179億 526万円
（対前年度比9.1％増）

一般会計歳入

一般会計歳出

●民生費（子育て支援、障害者や高齢者に対する福祉の充実な
どの経費）
○子ども手当支給事業 12 億 5,052 万円
○民間保育所委託経費 5 億 7,869 万円
○障害者自立支援給付事業 2 億 8,696 万円
○生活保護扶助費 2 億 8,075 万円
○医療福祉費（医療費の扶助） 2 億 4,317 万円
○児童扶養手当支給事業 1 億 5,209 万円
○児童クラブ運営事業（９児童クラブ） 1 億 2,138 万円
○医療福祉費（市単独すこやか医療費） 9,210 万円
○児童手当支給事業 8,423 万円
○児童センター運営事業（北守谷・南守谷）  7,928 万円
○病後児保育室運営委託事業 901 万円
○地域福祉計画策定事業 223 万円

●教育費（学校教育・生涯学習の充実、文化・スポーツ振
興などの経費）
○守谷小学校改築事業 5 億 2,061 万円
○給食事業運営経費（学校給食調理経費） 3 億 9,930 万円
○学校施設買収費（立替金の償還分） 3 億 4,409 万円
○私立幼稚園費（就園奨励・保育料補助） 1 億 3,088 万円
○英語指導助手経費（小・中学校ＡＬＴ派遣） 5,470 万円
○学習支援ティーチャー配置事業 5,361 万円
○教育用パソコン経費（PC リース代など） 4,584 万円
○放課後子どもプラン事業経費 4,024 万円
○図書資料等整備費（図書資料の収集） 3,740 万円
○学校施設維持管理経費（小・中学校） 3,628 万円
○教育振興用備品購入事業（小・中学校） 3,187 万円
○中央公民館施設維持管理経費 3,156 万円

歳入

　平成 22年度の一般会計と特別会計の決算が、9月定例議会で認定されました。
　市にどれくらいの収入があって（歳入）、そのお金がどのように使われたのか（歳
出）、平成 22年度の決算状況について、一般会計を中心にその概要をお知らせし
ます。
　また、市役所財政課、中央図書館において決算書および決算報告書の閲覧ができ
ますので、ご利用ください。なお、詳しくは市ホームページをご覧ください。
　 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/section/0140/22kessan/

歳入とは、市民税・固定資産税などの市税や、
国・県からの支出金、公共施設の使用料など、
市に入ってくるお金のことをいいます。

市税
54.9％

繰越金3.5％

分担金及び負担金 1.4％

繰入金6.5％

諸収入3.7％

財産収入2.3％

地方消費税交付金 2.4％

国庫支出金13.1％

県支出金4.5％

地方交付税2.1％
市債2.2％

地方特例交付金0.6％地方譲与税1.1％
その他（利子割交付金など）
0.6％

使用料及び手数料0.5％
寄附金 0.6％ 自主財源

73.4％

依存財源
26.6％

6
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●決算報告

一般会計　179億 526万円

●農林水産業費（農林業の振興を図るための支援や生産基
盤整備などの経費）
○水田農業構造改革対策事業 1,894万円
○県営経営体育成基盤整備事業 507万円
○農地・水・環境保全向上対策事業 353万円

●議会費（議会運営のための経費）
○議員報酬関係経費 1億 3,274万円
○議員活動費 340万円

●消防費（消防や火災予防などの災害対策のための経費）
○常備消防費（常総地方広域市町村圏 8億 8,275万円
　事務組合負担金）
○消防団員活動費 2,824万円
○消防施設整備事業（防火水槽解体工事など） 1,636万円

●諸支出金（他の支出科目に含まれない経費）
○公営企業等償還金（借入金の返還金） 7億 6,302万円
○基金費（各基金への積立金） 3億 5,420万円

●衛生費（環境保全、疾病予防、健康増進などの経費）
○常総地方広域市町村圏事務組合負担金
　(ごみ処理 ) 5億 4,339万円
○塵芥処理事業（家庭系ごみ収集など） 1億 6,594万円
○予防接種事業（５ワクチンなど） 1億 4,476万円
○妊婦・乳幼児等事業（健康診査など） 7,637万円
○取手市外２市火葬場組合負担金 5,386万円
○各種検診事業（がん検診など） 4,606万円
○データバンク運営事業 (検診データ管理など ) 1,006万円

●公債費（市債の元金・利子の経費）
○市債元金償還金 15億 7,932万円
○市債利子等償還金 3億 2,767万円

●土木費（公園や道路などの社会資本整備のための経費）
○公園維持管理経費（植栽管理など） 3億 9,888万円
○郷州沼崎線整備事業（用地買収など） 2億 7,325万円
○道路補修経費 1億 6,707万円
○駅前賑わい創出事業（建物賃借など） 1億 5,129万円
○道路新設改良事業 1億 2,808万円
○坂町清水線整備事業（用地買収など） 1億 1,886万円
○保存緑地等取得事業（用地買収など） 3,329万円
○景観形成推進事業（調査・データ作成など） 2,375万円

●総務費（庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税金の徴収、
市民によるまちづくり推進などの経費）
○賦課徴収費（市民税等の事務など） 1億 3,962万円
○情報政策経費（ネットワーク整備など） 1億 2,951万円
○庁舎施設維持管理経費 1億 557万円
○バス運行対策経費 7,728万円
○街路灯維持管理経費  6,564万円
○選挙費（参議院議員・茨城県議会議員など） 3,425万円
○平成22年国勢調査経費 2,032万円
○自転車駐車場維持管理経費 977万円
○広報活動費（広報もりや発行など） 810万円
○防犯対策総務費（防犯指導員任用など）  705万円
○市民活動支援事業（センター分） 659万円

歳出 市民の皆さんからの税金などを、さまざま
な事業を行うために使うことを歳出といい
ます。

平成22年度平成22年度

教育費
15.3％

総務費
11.0％

土木費
10.8％

民生費
30.0％

公債費
10.7％

衛生費
8.3％

諸支出金
6.3％

消防費 5.2％
農林水産業費 1.0％

その他（商工費、労働費、
　　　　災害復旧費）0.4％

議会費1.0％

市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
…

※（　）は対前年度比率
※平成23年3月31日現在の人口（62,670
人）で算出しています
※使われたお金と納めた市税の差額
128,057円は、法人市民税や市債(借金 )、
国・県からの補助などによって賄われて
います

市　民　税 67,727 円（▲ 7.6％）

固定資産税 71,438 円（▲ 0.4％）

都市計画税 11,687 円（＋ 3.4％）

市たばこ税 5,688 円（＋ 8.9％）

軽自動車税 1,110 円（＋ 4.5％）

納めた市税  157,650 円（▲ 3.0％）使われたお金　285,707 円（7.2％減）
民生費 総務費 土木費

85,798円（＋30.3%） 31,477円（▲31.5％） 30,905円（▲3.5％）

公債費 衛生費 消防費 その他

30,429円（▲0.7％） 23,799円（＋18.8％） 14,848円（▲3.6％） 24,768円（＋40.3％）

教育費

43,683円（＋12.1％）

広報もりや 2011.10.107
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●決算報告

●国民健康保険　　　　　　　　　　　　　　　
○歳入　　　　45億 7,003 万円（前年度比＋ 4.7％）
○歳出　　　　44億 4,308 万円（前年度比＋ 4.4％）
・・療養諸費 26 億 2,732 万円
・・後期高齢者支援金等 5 億 7,467 万円
・・特定健康診査・特定保健指導 2,329 万円

●老人保健　　　　　　　　　　　　　　　　　
○歳入　　 874 万円（前年度比▲70.6％）  
○歳出　　 681 万円（前年度比▲72.1％）
・・老人保健償還金 311 万円
・・一般会計繰出金 220 万円

●後期高齢者医療　　　　　　　　　　　　　　
○歳入 3億 1,935 万円（前年度比＋ 3.4％）
○歳出　　　　 3億 1,682 万円（前年度比＋ 3.8％）
・・後期高齢者医療広域連合納付金  2 億 8,866 万円
・・後期高齢者医療保険料徴収経費 376 万円

●介護保険　　　　　　　　　　　　　　　　　
○歳入　　　　22億 920 万円（前年度比＋ 7.6％）
○歳出　　　　20億 8,189 万円（前年度比＋ 7.4％）
・・居宅介護サービス給付費 7 億 3,795 万円
・・施設介護サービス給付費 7 億 51 万円
・・地域密着型介護サービス給付費 1 億 657 万円

●介護サービス事業　　　　　　　　　　　　　
○歳入 1,039 万円（前年度比▲14.3％）
○歳出 898 万円（前年度比▲24.2％）
・・一般事務費 795 万円

●農業集落排水事業　　　　　　　　　　　　　
○歳入 3,317 万円（前年度比▲ 9.5％）
○歳出 3,154 万円（前年度比▲ 4.7％）
・・農業集落排水施設維持管理経費 1,290 万円

●水道事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○収益的収入　14億 639 万円（前年度比＋ 0.9％）
○収益的支出　12億 2,966 万円（前年度比▲ 5.4％）
・・給水管布設替工事 5,682 万円
○資本的収入　 2億 8,348 万円（前年度比＋63.4％）
○資本的支出　 3億 5,852 万円（前年度比＋114.3％）
・・配水管整備工事 2 億 9,131 万円

●公共下水道事業　　　　　　　　　　　　　　　
○収益的収入　14億 5,575 万円（前年度比▲ 5.5％）
○収益的支出　11億 8,932 万円（前年度比▲ 1.8％）
・・汚水処理施設修繕工事 1 億 1,159 万円
○資本的収入　 5億 1,028 万円（前年度比＋85.6％）
○資本的支出　 7億 5,474 万円（前年度比＋107.5％）
・・浄化センター改築更新工事 2 億 1,000 万円

特 別 会 計 の 決 算特 別 会 計 の 決 算 ※（　）は前年度比率

直近2か年度末借入金等の残高（元金）

市が持っている土地・建物など

市民１人当たりの借入金等残高

377,369円（前年度比33,857円減、▲8.2％）

※平成 22年度末の借入金等残高÷人口

市民１人当たりの預貯金など

105,355円（前年度比174円減、▲0.2％）

※平成 22年度末の基金残高÷人口

※「市民一人当たり」の金額は、平成 23 年 3 月
31 日現在の人口 62,670 人で算出しています

区　分 22年度末（万円）21年度末（万円）対前年度比(％)
一般会計 159億 1,845 170 億 8,440 ▲ 6.8
　うち学校建設等の立替金 31 億 3,101 33 億 2,335 ▲ 5.8
旧守谷駅周辺一体型
土 地区画整理
事業特別会計

20億 8,195 22 億 5,896 ▲ 7.8

農 業 集落排水
事業特別会計 2億 6,262 2 億 7,514 ▲ 4.6
水 道 事業会計 1億 5,076 1 億 6,765 ▲ 10.1
公 共 下 水 道
事業特別会計 52億 3,592 55 億 2,523 ▲ 5.2

計 236 億 4,970 253 億 1,138 ▲ 6.6

22 年度末 21年度末 対前年度比(％)
土　地 1,393,928.01 ㎡ 1,395,993.32 ㎡ ▲ 0.1
建　物 148,749.61㎡ 149,260.70㎡ ▲ 0.3
基　金 66億 261万円 64億 9,538 万円 ＋ 1.7

物品 ( 公用車 ) 112 台 113台 ▲ 0.9  
出資金 27億 7,149 万円 27億 6,998 万円 ＋ 0.1

過去５年間の一般会計決算額の推移

歳入の状況（億円）

歳出の状況（億円）

8
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平成22年度平成22年度

守谷市の健全化判断比率・資金不足比率について守谷市の健全化判断比率・資金不足比率について
●問合先　市役所財政課　内線 212・213

　平成 20年 4月に施行された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地方公共団体は、
毎年度実質的な赤字や外郭団体を含めた実質的な将来負担等に係る指標（健全化判断比率）と公営企
業ごとの資金不足率（資金不足比率）を議会に報告し、公表することになっています。早期健全化基
準まで達するとイエローカードともいえる注意喚起の「早期健全化団体」となり、さらに悪化し財政
再生基準まで達すると、会社の倒産状態と同じ「財政再生団体」となります。
　守谷市は、いずれの指標も早期健全化基準以下であり、財政状況及び公営企業の経営状況は健全段
階にあると言えます。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
健全化判断比率 － － 7.5％ 0.1％
早期健全化基準 13.14％ 18.14％ 25.0％ 350.0％
財政再生基準 20.00％ 40.00％ 35.0％ －
指標の説明 福祉、教育、まち

づくりなどを行う地
方公共団体の一般
会計等の赤字額を
市税等の財源の規
模と比較して指標
化し、財政運営の
深刻度を示します。

その団体全体の資
金不足の程度を把
握するため、すべて
の会計の赤字と黒
字を合算して、市税
等の財源の規模と
比較して指標化し、
地方公共団体全体
としての運営の深刻
度を示します。

借入金の返済額お
よびこれに準じる
額の大きさを指標
化し、資金繰りの
危険度を示します。

地方公共団体の一
般会計の借入金（市
債）や将来支払っ
ていく可能性のあ
る負担等の現時点
での残高の程度を
指標化し、将来財
政を圧迫する可能
性が高いかどうか
を示します。

水道事業 公共下水道事業 農業集落排水事業
資金不足比率 － － －
経営健全化基準 20.0％

指標の説明 公営企業の資金不足を、公営企業の財政規模である料金収入の規模と比較
して指標化し、経営状況の深刻度を示します。

○「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」とは？
　従来の制度では、会社で言う倒産状態と同じ「財政再建団体」となる基準があるだけで、イエローカー
ドともいえる注意喚起の段階における早期是正基準がありませんでした。また、特別会計や企業会計
にいくら累積赤字があっても財政再建団体とはならず、地方公共団体全体の姿を反映したものではあ
りませんでした。
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」では、「早期健全化」と「財政再生」の２段階で財政
悪化をチェックするとともに、特別会計や企業会計も併せた連結決算により地方公共団体全体の財政
状況をより明らかにしようとするものです。

※赤字額がないため、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は「－」と表示しています
※実質収支は 7.1 億円（6.3％）の黒字、連結実質収支は 57.6 億円（50.9％）の黒字です
※それぞれの比率は、標準財政規模（地方公共団体が自由に使えるお金の大きさを示す指標）に対する割合です

　守谷市の健全化判断比率・資金不足比率についての詳細は、市ホームページで掲載していますので、
ご覧ください。
　 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/section/0140/22kessan/index_ratio.html

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています

守谷市の健全化判断比率

守谷市の資金不足比率

広報もりや 2011.10.109
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た
。
向
こ
う
で
で
き
た
友
達
も

大
好
き
で
す
。
今
度
は
ド
イ
ツ

語
を
勉
強
し
て
今
回
の
メ
ン

バ
ー
で
ま
た
行
き
た
い
で
す
！

　

私
は
ド
イ
ツ
の
海
外
派
遣
に

参
加
し
、
語
学
だ
け
で
な
く
ド

イ
ツ
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
と
交
流

を
深
め
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
や
ベ

ル
リ
ン
、
ポ
ツ
ダ
ム
で
は
机
上

で
学
ん
だ
も
の
を
は
る
か
に
超

え
、
迫
力
あ
る
建
造
物
は
感
動

の
連
続
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
生
か

し
た
い
。

　

海
外
派
遣
事
業
で
の
12
日
間

は
全
て
が
夢
の
よ
う
な
出
来
事

だ
っ
た
。
歴
史
と
深
く
結
び
つ

い
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を

訪
れ
た
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

ド
イ
ツ
の
方
と
生
活
を
共
に
し

た
り
し
た
体
験
を
通
し
て
数
々

の
学
び
が
あ
っ
た
。
た
く
さ
ん

の
方
に
感
謝
し
て
い
る
。
今
回

学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　

と
て
も
き
れ
い
な
街
並
み
、

み
ん
な
で
食
べ
た
し
ょ
っ
ぱ
い

料
理
、
悲
し
い
歴
史
の
あ
る
ベ

ル
リ
ン
の
壁
、
そ
し
て
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
時

間
、
本
当
に
ド
イ
ツ
に
い
た
と

き
の
全
て
が
よ
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
今
回
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
て
挑
戦
す
る
こ
と
の

大
切
さ
や
、
言
葉
の
壁
な
ん
て

な
い
よ
う
な
も
の
な
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た

い
つ
か
、
必
ず
ド
イ
ツ
の
家
に

帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

澤さ
わ 

龍り
ゅ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん

江
戸
川
学
園
取
手
中
学
校
２
年

リ
ー
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
今
後
の
生
活
に
役
立
て

て
い
き
た
い
で
す
。
こ
の
企
画

に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
と
っ
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
！ 
た
く
さ
ん
の
す

て
き
な
体
験
が
一
気
に
起
こ
り
、

行
く
前
の
私
と
は
変
わ
っ
た
と

感
じ
ま
す
。
こ
の
事
業
を
通
し

て
、
一
生
の
宝
と
な
る
思
い
出

が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
励
み
に
将
来
の
夢
に

向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
！

　

ド
イ
ツ
で
過
ご
し
た
12
日
間

は
私
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の

な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
体
験
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
回
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

て
一
回
り
も
二
回
り
も
成
長
で

き
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
ド
イ
ツ
で
学
ん
だ
も

の
は
、
人
生
の
中
で
大
き
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
体

験
し
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、

人
の
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
す
べ
て
が
、
初

め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

と
て
も
充
実
し
、
あ
っ
と
い
う

間
の
12
日
間
で
し
た
。

　

最
高
の
12
日
間
で
し
た
。
マ

イ
ン
ブ
ル
ク
の
住
宅
は
赤
い
屋

根
と
白
い
壁
で
そ
ろ
え
ら
れ
て

い
て
と
て
も
美
し
く
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
皆
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
毎
日
充
実
し
て
い
ま
し

　

最
初
は
観
光
を
思
い
っ
き
り

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
が
近
づ
い
て
く
る
と

日
増
し
に
不
安
が
強
く
な
り
ま

し
た
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
始
ま
っ

て
か
ら
も
誤
っ
た
英
語
を
使
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
取
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
温
か
い
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
か
げ
で

な
ん
と
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
た

く
さ
ん
の
楽
し
い
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

ド
イ
ツ
・
マ
イ
ン
ブ
ル
ク
市
へ

ド
イ
ツ
・
マ
イ
ン
ブ
ル
ク
市
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
！

行
っ
て
き
ま
し
た
！須す

だ田 

星せ
い

香か

さ
ん

蓼た
で
ぬ
ま沼 

愛あ
い

さ
ん

川か
わ

井い 

寛ひ
ろ
ふ
み文

さ
ん

八や

幡は
た 

瑞み
ず

季き

さ
ん

外と
の
お
か岡 

あ
か
り
さ
ん

小こ

菅す
げ 

桂け
い

子こ

さ
ん

水
海
道
第
一
高
等
学
校
２
年

水
海
道
第
一
高
等
学
校
２
年

土
浦
日
大
中
等
教
育
学
校
４
年

竹
園
高
等
学
校
２
年

愛
宕
中
学
校
３
年

水
海
道
第
一
高
等
学
校
１
年

　

市
内
在
住
の
青
少
年
12
人
が
７
月
25
日
㈪
〜
８
月
５
日
㈮
の
12
日

間
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
バ
イ
エ
ル
ン
州
マ
イ
ン

ブ
ル
ク
市
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の

国
際
社
会
に
対
す
る
意
識
と
関
心
を
高
め
、
将
来
に
お
い
て
国
際
協

力
等
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
市
が
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
今
回
、
派
遣
さ
れ
た
団
員
た

ち
も
、
将
来
の
糧
に
な
る
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

〈問合先〉〈問合先〉
市民協働推進課 協働推進室市民協働推進課 協働推進室

内線 132内線 132

平
成
23
年
度
守
谷
市
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
報
告

近こ
ん
ど
う藤 

大だ
い

地ち

さ
ん

竜
ヶ
崎
第
一
高
等
学
校
２
年

10
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先
月
の
コ
ラ
ム
で
自
己
紹
介

を
し
ま
し
た
が
、
つ
い
に
守
谷

に
到
着
し
ま
し
た
。
ず
っ
と
ず
っ

と
守
谷
に
来
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
到

着
し
た
時
に
は
「
守
谷
は
ど
う

か
な
。
市
民
や
同
僚
は
ど
う
か

な
。
私
の
日
本
語
が
通
じ
る
か

な
。」
と
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。

会
田
市
長
と
初
め
て
お
会
い
し

た
と
き
は
特
に
興
奮
し
ま
し
た
。

　

守
谷
の
人
々
は
本
当
に
優
し

く
私
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
、
日

本
の
暑
い
夏
に
市
役
所
で
働
き

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

毎
日
ス
ー
ツ
を
着
る
こ
と
に
慣

れ
て
い
な
い
私
に
と
っ
て
、
Ｃ

ｏ
ｏ
ｌ　

Ｂ
ｉ
ｚ
が
あ
る
こ
と

は
う
れ
し
い
で
す
。
さ
ら
に
、

守
谷
は
緑
の
多
い
場
所
な
の

で
、
私
の
全
体
的
な
第
一
印
象

は
、
最
高
で
す
。

　

そ
れ
と
、
日
本
に
来
て
驚
い

た
事
や
ド
イ
ツ
と
違
う
事
も
あ

る
と
気
付
き
ま
し
た
。例
え
ば
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い

物
す
る
と
き
、
日
本
語
を
勉
強

し
ま
し
た
が
言
葉
の
壁
が
ま
だ

高
い
で
す
。
ス
ー
パ
ー
の
大
き

な
選
択
幅
か
ら
普
通
の
牛
乳
や

お
風
呂
場
の
ク
リ
ー
ナ
ー
な
ど

を
見
付
け
た
り
、
選
ん
だ
り
す

る
の
は
、
か
な
り
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ド
イ

ツ
と
違
う
事
は
ス
ー
パ
ー
の
提

供
物
と
そ
の
包
装
の
大
き
さ
で

す
。
私
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
大

好
き
で
す
が
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
種
類
と
ブ
ラ
ン
ド
は
少
な
く

て
、
包
装
も
１
０
０
ｇ
を
超
え

る
も
の
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
ド
イ
ツ
で
は
１
０
０
ｇ
が

普
通
で
、
２
０
０
〜
３
０
０
ｇ

の
物
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
テ

イ
ス
ト
で
き
ま
す
。
一
方
、
日

本
は
煮
干
し
や
煎
餅
な
ど
の
よ

う
な
ス
ナ
ッ
ク
の
選
択
が
本
当

に
多
い
で
す
。
確
か
に
、
ド
イ

ツ
に
な
い
煮
干
し
と
煎
餅
は
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
よ
り
健
康
に
い

い
で
す
。
私
は
太
り
や
す
い
体

質
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
守
谷
で
あ
ち
こ
ち
に

見
聞
ツ
ア
ー
を
し
て
、気
に
入
っ

た
の
は
緑
が
多
い
自
然
で
す
。

そ
し
て
、
せ
み
が
驚
く
ほ
ど
大

き
く
、
特
に
公
園
を
通
る
と

時
々
す
ご
く
大
き
な
声
で
鳴
い

て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
動
物

公
園
以
外
に
見
え
な
く
て
、
聞

こ
え
ま
せ
ん
。
多
く
の
緑
や
自

然
、
音
の
大
き
さ
が
印
象
的
で
、

特
に
好
き
に
な
っ
た
の
は
守
谷

の
ど
こ
の
通
り
に
も
鮮
烈
な
色

で
咲
い
て
い
る
花
で
す
。
毎
日

仕
事
へ
の
道
で
そ
れ
を
見
る
と
、

早
い
朝
で
も
寝
坊
が
好
き
な
私

を
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

虫
が
大
き
く
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
が
小
さ
く
て
も
、
守
谷
は
全

体
的
に
住
み
や
す
く
優
し
い
街

だ
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

ド
イ
ツ
語
教
室（
初
級
者
向
け
）

　

新
た
に
赴
任
し
た
国
際
交
流

員
ヨ
ー
ク
さ
ん
と
楽
し
く
ド
イ

ツ
語
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

11
月
８
日
〜
12
月
13

日
（
毎
週
火
曜
日
）
全
６
回

▼
時
間　

午
前
10
時
15
分
〜
11

時
45
分
▼
会
場　

国
際
交
流
研

修
セ
ン
タ
ー
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）

▼
定
員　

10
人
※
超
過
し
た
場

合
抽
選
▼
受
講
料　

無
料
（
教

材
費
は
実
費
負
担
）
▼
申
込
方

法　

10
月
27
日
㈭
ま
で
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
市

民
協
働
推
進
課　

内
線
１
３
３

　

やった～～～、やった～～～、
守谷に到着 !!!守谷に到着 !!!

国際交流員国際交流員
ヨークさんのヨークさんの

　

こ
の
ド
イ
ツ
派
遣
は
自
分
を

変
え
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
に

と
っ
て
の
初
海
外
、
初
め
て
本

格
的
に
英
語
を
使
う
場
面
…

初
め
て
だ
ら
け
で
し
た
が
、
そ

れ
が
自
分
を
大
き
く
成
長
さ
せ

た
と
思
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
す

べ
て
が
大
き
く
て
、
憧
れ
る
と

同
時
に
安
心
も
し
ま
し
た
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
別
れ
は

と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
が
、
英

語
と
ド
イ
ツ
語
を
覚
え
て
も

う
一
度
会
い
に
行
く
と
い
う
目

標
を
立
て
た
の
で
今
は
そ
れ

に
向
か
っ
て
精
進
の
日
々
で
す

(

笑)

。
ド
イ
ツ
で
作
っ
た
思
い

出
は
自
分
の
一
生
の
宝
物
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!!

　

ド
イ
ツ
の
景
色
は
絵
本
の
中

に
飛
び
込
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

街
の
色
鮮
や
か
さ
に
驚
き
、
古

い
お
城
に
触
れ
て
感
動
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
頭

の
上
を
ド
イ
ツ
語
が
飛
び
交
い

興
奮
し
ま
し
た
。
最
初
は
不
安

も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
本
当
に
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　　

私
は
こ
の
海
外
派
遣
事
業
に

ず
っ
と
参
加
し
た
か
っ
た
分
、

糧
に
な
っ
た
も
の
が
大
き
い
で

す
。
学
年
の
違
う
み
ん
な
で
協

力
し
て
乗
り
越
え
て
頑
張
る
こ

と
の
大
切
さ
。
言
葉
の
つ
な
が

ら
な
い
中
で
伝
え
よ
う
と
す
る

こ
と
の
大
切
さ
。
た
く
さ
ん
の

大
切
な
こ
と
を
学
び
、
新
し
い

自
分
に
出
会
え
た
気
が
し
ま
し

た
。
ま
た
ド
イ
ツ
に
行
っ
て
友

達
み
ん
な
と
遊
び
た
い
で
す
。

　

ド
イ
ツ
で
の
経
験
は
、
と
て

も
新
鮮
で
し
た
。
日
本
と
は
全

く
違
う
環
境
・
習
慣
・
街
並
み
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
暮
ら

し
は
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
11

人
の
派
遣
団
員
と
の
出
会
い

も
、
僕
に
と
っ
て
一
生
の
宝
に

な
り
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
海
外
派

遣
に
参
加
で
き
て
、
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

高た
か
は
し橋 

恵め
ぐ
みさ

ん

古ふ
る

田た 

映ゆ

布う

さ
ん

安あ

部べ 
大ひ

ろ

海み

さ
ん

高た
か
は
し橋 

樹じ
ゅ

里り

さ
ん

御
所
ケ
丘
中
学
校
２
年

下
妻
第
一
高
等
学
校
１
年

茗
渓
学
園
中
等
部
１
年

愛
宕
中
学
校
１
年
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　就職や転職、結婚、退職などの際は、国民年金の届出がその都度必要となります。届出をしないと、
将来受け取る年金額が減ったり、受け取れない場合もあります。届出は忘れずに行いましょう。
　なお、届出の内容により、届出先が異なります。また、手続きには、年金手帳のほかに添付書類が
必要な場合がありますので、事前に届出先にご確認ください。
●加入や種別変更などの届出

こんなとき 被保険者の種別 届　出　先

20歳になった方
学生・自営業・自由業・無職などのとき 第 1号 市役所
厚生年金や共済組合等に加入している配偶者に
扶養されているとき 第３号 配偶者の勤務先

現在
第 1号被保険者

※ 1

就職して厚生年金や共済組合等に加入したとき 第１号→第２号 勤務先
厚生年金や共済組合等に加入している配偶者の
扶養になったとき 第１号→第３号 配偶者の勤務先

現在
第２号被保険者

※ 2

厚生年金や共済組合等に加入していた会社を退
職したとき 第２号→第１号 市役所

退職して厚生年金や共済組合等に加入している
配偶者に扶養されるようになったとき 第２号→第３号 配偶者の勤務先

現在
第３号被保険者

※ 3

配偶者が厚生年金や共済組合等に加入していた
会社を退職したとき 第３号→第１号 市役所配偶者の扶養からはずれたとき
（収入増や離婚などのとき）
就職して厚生年金や共済組合等に加入したとき 第３号→第２号 勤務先
配偶者が会社を変わったとき
（加入制度が変わらない場合） 第３号→第３号 配偶者の新しい

勤務先
●氏名や住所変更などの届出　

現在第１号被保険者
※ 1

住所・氏名が変わったとき 市役所
年金手帳をなくしたとき 市役所または年金事務所
納付書を紛失したとき 年金事務所
口座振替の申し込み（変更）をしたいとき 金融機関または年金事務所
クレジットカード納付（変更）をしたいとき 市役所または年金事務所

現在第２号被保険者
※ 2

住所・氏名が変わったとき 勤務先年金手帳をなくしたとき
現在第３号被保険者

※ 3
住所・氏名が変わったとき 配偶者の勤務先
年金手帳をなくしたとき 配偶者の勤務先または年金事務所

　※１　学生・フリーター・自営業・無職などの方で、20歳以上 60歳未満の方
　※２　厚生年金の加入者（会社員）、共済組合の組合員（公務員）
　※３　厚生年金や共済組合の加入者に扶養されている 20歳以上 60歳未満の妻（夫）

もしも、夫が退職したら・・・・・
　Q　サラリーマンの妻ですが、夫が退職しました。夫も私も国民年金の届出が必要になりますか？
　A　　ご主人が会社を退職すると、第２号被保険者から第１号被保険者の届出が必要になり、妻も第

３号被保険者から第１号被保険者の届出が必要です。60歳未満の方は忘れずに市区町村の国民
年金の窓口で、年金手帳、認め印、退職年月日の分かる書類（離職票・退職証明書など）を持
参して、手続きをしてください。既に 60歳以上の方は、届出の必要はありません。

　　　※任意加入制度については、お問い合わせください

日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

●問合先　土浦年金事務所　●問合先　土浦年金事務所　☎☎ 029－824－7121／市役所国保年金課　保険年金Ｇ　内線105・106 029－824－7121／市役所国保年金課　保険年金Ｇ　内線105・106

こんなときには、届出が必要です！こんなときには、届出が必要です！
国民年金の届出、忘れていませんか？国民年金の届出、忘れていませんか？
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※（　）は前月比
※人口 62,746 人（8月 25 日現在）
※排出量とは、常総環境センターへの搬入されたごみの量を示します

種類 排出量・回収量 昨年同月 １人１日
当たり

ご
み

可燃 1,196.60 ｔ
（＋ 58.10 ｔ）1,101.64 ｔ

615 ｇ
（＋ 29ｇ）

不燃 278.64 ｔ
（＋ 46.47 ｔ） 271.06 ｔ 143 ｇ

（＋ 24ｇ）

粗大 70.75 ｔ
（▲ 24.34 ｔ） 71.35 ｔ 36 ｇ

（▲ 13ｇ）

資
源
物

新聞 8.74 ｔ
（▲ 1.14 ｔ） 8.53 ｔ 4ｇ

（▲ 1ｇ）
雑誌・
雑がみ

44.82 ｔ
（▲ 8.78 ｔ） 43.10 ｔ 23 ｇ

（▲ 5ｇ）
ダン
ボール

33.17 ｔ
（▲ 9.04 ｔ） 33.72 ｔ 17 ｇ

（▲ 5ｇ）
古着・ 
布類

11.80 ｔ
（▲ 6.44 ｔ） 10.67 ｔ 6ｇ

（▲ 3ｇ）

缶 15.85 ｔ
（▲ 1.74 ｔ） 24.05 ｔ 8ｇ

（▲ 1ｇ）

ビン 34.06 ｔ
（▲ 5.93 ｔ） 50.56 ｔ 18 ｇ

（▲ 3ｇ）
　２か月間続けて減少していた可燃ごみの排
出量が、８月は増加してしまい、不燃ごみも
先月に続き増加しています。なお、資源物の
回収量は減少傾向にあります。生ごみの水切
り、分別の徹底にご協力をお願いします。

市のごみ排出量・資源物回収量 ８月

●回収量（7月中旬～9月上旬）

回収にご協力をいただいた団体等 回収量
黒内小学校 14.0kg
郷州小学校 53.0kg
松前台小学校 176.1kg
守谷わかば幼稚園 89.8kg
土塔中央保育所 12.9kg
北園保育所 8.6kg
地域子育て支援センター・夢っ子 5.3kg
茂木輝子さん 21.7kg
守谷エコキャップクラブ 20.9kg
ガールスカウト茨城第 39団 3.3kg
坂町出前サロン 19.8kg
会田記念リハビリテーション病院
清掃 7人 22.0kg

㈱八潮化学 10.7kg
㈱ジョイフルアスレティッククラブ守谷 24.5kg
公共施設回収ボックス 229.4kg

合　　計 712.0kg

●問合先　市役所生活環境課　内線 147

《自動車編》
○５秒間で時速 20㎞程度に加速
　年間でガソリン 83.57ℓの省エネ
　　　　　　（約 11,110 円節約）となります。
○加減速の少ない運転
　年間でガソリン 29.29ℓの省エネ
　　　　　　（約 3,900 円節約）となります。
○早めのアクセルオフ
　年間でガソリン 18.09ℓの省エネ
　　　　　　（約 2,410 円節約）となります。
○５秒の停止で、アイドリングストップ
　年間でガソリン 17.33ℓの省エネ
　　　　　　（約 2,300 円節約）となります。
出典：（財）省エネルギーセンター

　「家庭の省エネ大事典」から引用

地球温暖化が地球温暖化が
深刻な問題となっています深刻な問題となっています

ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。

７１２７１２ｋｇｋｇのペットボトルキャップを回収のペットボトルキャップを回収

省エネにご協力ください！省エネにご協力ください！
　ごみ等の野外での焼却、いわゆる「野焼き」は、
法律で一部例外を除き禁止となっています。
例外として認める廃棄物の焼却
①国または地方公共団体が、施設管理を行うため
に必要な焼却（河川敷・道路側の草焼き等）
②災害予防や応急対策または復旧のために必要な
焼却（火災予防訓練等）
③風俗習慣または宗教上の行事で必要な焼却（ど
んど焼き等）
④農業・林業・漁業を営む上でやむを得ない焼却
（稲わら・枯れ草の焼却）
⑤たき火その他日常生活上で通常行われる焼却で
軽微なもの（キャンプファイヤー等）
　ごみを燃やしたときに発生する煙には、有害な
ダイオキシン等が含まれている恐れがあるだけで
なく、臭いが「洗濯物」についてしまうなど近隣
の方に迷惑がかかります。

▼問合先　市役所生活環境課　内線 143 ～ 148

　野焼きは禁止です　野焼きは禁止です
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　女性特有のがん検診推
進事業として特定の年齢
に達した方に、子宮頸

けい

が
んおよび乳がん検診無料
クーポンを５月末に送付
しました。
　市で行う子宮頸がんおよび乳がんマンモグラ
フィ検診を受けた場合、自己負担金が無料になり
ます。
　また、医療機関検診は毎年 12 月から翌年３月
の期間に大変混雑し、検診予約が取りづらくなり
ます。無料クーポン券を利用し、早めに受診する
ことをお勧めします。
　無料クーポン券を紛失された方は、再発行しま
すので、保健センターまでご連絡ください。
◎子宮頸がん・乳がん医療機関検診

▼受診期間
　平成 24年３月 31日㈯まで

▼医療機関
無料クーポン券に同封した案内文の医療機関一
覧を参照
◎乳がん集団検診

▼検診日
　平成 24年２月６日㈪～ 10日㈮

▼申込期間
　平成 24年１月 18日㈬～ 24日㈫

▼申込・問合先
　保健センター　☎ 48-6000

　市では、次の２件に対するご意見を募集してい
ます。
①「第二次守谷市総合計画（案）」
　市では、今後 10 年間の市の将来像や施策の方
向性を示す、新たな総合計画（基本構想および基
本計画）を策定しています。
　今回、「第二次守谷市総合計画（案）」がまとま
りましたので、ご意見を募集します。
②「守谷市総合計画の策定等に関する条例（案）」
　総合計画については、従来、地方自治法の規定
に基づき、議会の議決を経て定めることとされて
いましたが、同法の一部を改正する法律が施行さ
れ、この規定が削除されました。
　市では、地方自治法の改正後も、総合計画を策
定することとし、策定に関する必要事項を定めた
「守谷市総合計画の策定等に関する条例（案）」を
作成しましたので、ご意見を募集します。

▼閲覧・配布場所
市役所企画課・市民協働推進課、中央図書館、
中央・高野・郷州・北守谷の各公民館、文化会
館、保健センター
※市ホームページからも閲覧可

▼公表・意見提出期限　10月 30 日㈰

▼意見提出できる方
市内在住・在勤・在学の方、市内に事務所・事
業所がある個人・法人・団体、市に対して納税
義務がある個人・法人・団体

▼提出方法
住所・氏名・電話番号を記入した意見書（様式
自由）を、郵送・FAX・電子メールで提出、ま
たは直接持参する

▼提出・問合先
　守谷市役所企画課　企画・政策推進G　内線333
　〒 302-0198　守谷市大柏 950 － 1
　　 45-6529　　kikaku@city.moriya.ibaraki.jp

パブリック・コメントパブリック・コメント
（意見公募制度）（意見公募制度）

女性特有のがん検診女性特有のがん検診

無料クーポンの利用忘れていませんか？無料クーポンの利用忘れていませんか？

・第二次守谷市総合計画（案）・第二次守谷市総合計画（案）
・守谷市総合計画の策定等に関する条例（案）・守谷市総合計画の策定等に関する条例（案）

市のさまざまな情報をメールで配信

●問合先　市役所企画課　情報政策G　内線 336
　市では、イベント情報や選挙情報、
災害・防災情報、火災発生情報など
のメール配信サービスを実施してい
ます。ぜひ、ご登録ください。
【メールもりや】
http://mm.city.moriya.ibaraki.jp/mobile/

　文化会館では、求人情報提供、就職に関する相
談を 10月から「予約制」に変更します。
　相談は、偶数月の第３水曜日に、地域住民の雇
用促進と就業の安定を図るため、ハローワーク常
総と連携し実施しています。
　就職相談をご希望の方は、まず、予約をお願い
します。なお、当日、予約のない空き時間帯は先
着順に受け付けしますので、電話で確認の上、お
越しください。

▼問合先
　文化会館　☎ 48-7911

文化会館文化会館

就職相談が予約制に変わります就職相談が予約制に変わります

「メールもりや」に登録を !!「メールもりや」に登録を !!「メールもりや」に登録を !!
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震
災
に
よ
り
住
宅
が
半
壊
以

震
災
に
よ
り
住
宅
が
半
壊
以

上
の
被
災
を
さ
れ
た
方
へ

上
の
被
災
を
さ
れ
た
方
へ

災
害
見
舞
金
等
を
支
給

災
害
見
舞
金
等
を
支
給

お知らせ

お
知
ら
せ

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の

方
に
関
連
し
た
法
律
お
よ
び
市

条
例
等
の
内
容
が
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
を
県
の
見
舞
金
制
度

等
と
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
守
谷
市
災
害
見
舞
金

▼
対
象　

住
宅
が
半
壊
以
上
で

市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
世

帯
▼
支
給
額　

住
宅
全
壊
５
万

円
／
住
宅
半
壊
２
万
円

■
茨
城
県
災
害
見
舞
金

▼
対
象　

住
宅
が
半
壊
以
上
で

市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
世

帯
▼
支
給
額　

住
宅
全
壊
５
万

円
／
住
宅
半
壊
３
万
円
※
被
災

者
生
活
再
建
支
援
金
の
給
付
を

受
け
る
方
は
対
象
外

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

▼
対
象　

住
宅
が
全
壊
・
大
規

模
半
壊
、
ま
た
は
半
壊
に
よ

り
解
体
し
た
世
帯
▼
支
援
額

（
複
数
世
帯
の
場
合
）
基
礎

支
援
金　

全
壊
・
半
壊
解
体

１
０
０
万
円
／
大
規
模
半
壊

50
万
円
／
加
算
支
援
金　

建

設
・
購
入
２
０
０
万
円
、
賃
借

50
万
円
▼
申
請
期
限　

被
災
し

た
日
か
ら
13
か
月
以
内

■
災
害
援
護
資
金
貸
付
金

▼
対
象　

住
宅
が
半
壊
以
上
、

ま
た
は
家
財
の
３
分
の
１
以
上

の
損
害
を
受
け
た
世
帯
※
所

得
制
限
あ
り
▼
貸
付
限
度
額

住
宅
全
壊
２
５
０
万
円
／
住
宅

半
壊
１
７
０
万
円
／
家
財
の
３

分
の
１
以
上
の
損
害
１
５
０
万

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

係
る
避
難
者
に
対
し
て
災
害
救

助
法
の
適
用
に
よ
る
応
急
仮
設

住
宅
と
し
て
民
間
賃
貸
住
宅
を

借
り
上
げ
て
、
住
宅
の
提
供
を

行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
岩
手
・
宮
城
・
福

島
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
行

う
も
の
で
す
。

東
北
３
県
か
ら
の
避
難
者
向
け

東
北
３
県
か
ら
の
避
難
者
向
け

民
間
住
宅
の
借
り
上
げ

民
間
住
宅
の
借
り
上
げ

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
損
害
の

賠
償
に
つ
い
て
、
原
子
力
損
害

賠
償
紛
争
審
査
会
の
中
間
指
針

が
発
表
さ
れ
、
茨
城
県
に
お
け

る
観
光
事
業
等
の
風
評
被
害
も

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
東
京
電
力
㈱
福

島
原
子
力
補
償
相
談
室
（　

０
１
２
０･

９
２
６･

４
０
４
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

円
▼
利
率　

年
１
・
５
％
（
保

証
人
な
し
）
／
無
利
子
（
保
証

人
あ
り
）
▼
そ
の
他　

詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
申
込
・
問
合
先　

社
会
福

祉
課　

社
会
福
祉
Ｇ　

内
線

１
６
１観

光
事
業
・
商
工
業
者
向
け

観
光
事
業
・
商
工
業
者
向
け

原
子
力
損
害
賠
償
等
相
談

原
子
力
損
害
賠
償
等
相
談

▼
対
象
者　

平
成
23
年
３
月
11

日
の
時
点
で
、
岩
手
・
宮
城
・

福
島
県
に
居
住
し
て
お
り
、
次

の
条
件
全
て
に
該
当
す
る
方

※
既
に
応
急
仮
設
住
宅
に
入
居

し
て
い
る
方
を
除
く

①
東
日
本
大
震
災
で
住
宅
が
全

壊
、
全
焼
、
流
出
し
た
方
、

ま
た
は
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
の
影
響
等
で
、

居
住
す
る
住
宅
が
な
い
方

②
自
ら
の
資
力
で
は
住
宅
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

③
民
間
住
宅
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
特
別
な
事
情
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
方

▼
対
象
物
件

①
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
で
貸

主
が
市
を
借
主
と
す
る
三
者

契
約
に
同
意
す
る
も
の

②
家
賃
は
原
則
と
し
て
月
額

６
万
円
以
内
（
世
帯
員
数
が

５
人
以
上
の
場
合
は
月
額

９
万
円
以
内
／
未
就
学
児
は

０
・５
人
と
し
て
計
算
）

▼
入
居
期
間　

最
長
２
年
間

▼
受
付
期
間　

12
月
15
日
㈭
ま

で
の
平
日
（
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
）

▼
そ
の
他　

詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉

課　
社
会
福
祉
Ｇ　
内
線
１
６
１
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介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
困
っ

て
い
る
こ
と
、
費
用
や
保
険
料

負
担
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

▼
主
催
・
相
談
先　

県
社
会
保

障
推
進
協
議
会

☎
０
２
９･

８
６
４･

２
５
４
８

研
究
所
理
事
長
）
▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
材
開
発
研
究
所

☎
０
２
９
７
・
83
・
２
３
１
２

　

０
２
９
７
・
83
・
２
３
０
０

　

労
働
者
と
使
用
者
間
の
労
働

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩
み
の

方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
20
日
㈭
午
後
５

時
〜
８
時
▼
対
象　

県
内
に
所

在
す
る
事
業
所
の
労
働
者
・
使

用
者
▼
相
談
料　

無
料
▼
相
談

方
法　

対
面
ま
た
は
電
話
相
談

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先

県
労
働
委
員
会
事
務
局　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８

－

６

☎
０
２
９
・
３
０
１
・５
５
６
３

▼
開
催
日　

10
月
28
日
㈮
▼
日

程　

午
後
１
時
15
分
〜
「
知
っ

て
得
す
る
生
命
保
険
の
基
礎
知

識
」、
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

「
食
の
安
全
安
心
に
つ
い
て
」

▼
会
場　

市
役
所
大
会
議
室

▼
講
師　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
／
県
消
費
者
教
育

講
師
▼
主
催　

守
谷
市
消
費
者

の
会
▼
申
込
方
法　

事
前
に
電

話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

守
谷
市

消
費
者
の
会　

井
田　

☎
48
・

２
７
３
９
／
市
役
所
経
済
課　

商
工
・
観
光
Ｇ　

内
線
２
６
２

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
出
前
講
座

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
出
前
講
座

　

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
で

は
、「
国
保
・
医
療
・
介
護
な

ん
で
も
電
話
相
談
室
」
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
22
日
㈯
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
▼
相

談
員　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福

祉
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
▼
相
談
料

無
料
▼
相
談
内
容　

医
療
や

国
保
・
医
療
・
介
護

国
保
・
医
療
・
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

個
別
的
労
使
紛
争
あ
っ
せ
ん

個
別
的
労
使
紛
争
あ
っ
せ
ん

に
係
る　

労
働
相
談
会

に
係
る　

労
働
相
談
会

　

パ
ラ
グ
ア
イ
音
楽「
ア
ル
パ
」

デ
ュ
オ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ（
ス

ペ
イ
ン
語
）
の
「
ア
ル
パ
」
と

は
、
ハ
ー
プ
（
撥は

つ
げ
ん弦

楽
器
）
の

こ
と
で
す
。
ア
ル
パ
の
演
奏
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

11
月
12
日
㈯
午
後
２

第第
1515
回
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ン
サ
ー
ト

回
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ン
サ
ー
ト

パ
ラ
グ
ア
イ
音
楽
「
ア
ル
パ
」

パ
ラ
グ
ア
イ
音
楽
「
ア
ル
パ
」

時
〜
４
時
30
分
（
演
奏
終
了
後

の
交
流
会
を
含
む
）
※
受
付
は

午
後
１
時
30
分
〜
▼
会
場　

国

際
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
ロ

グ
ハ
ウ
ス
）
▼
演
奏　

ア
ル
パ

デ
ュ
オ　

ソ
ン
リ
ー
サ
（
松ま

つ
き木

亜あ

り

さ
里
沙
、エ
ン
リ
ケ・カ
レ
ー
ラ
）

▼
定
員　

先
着
80
人
▼
参
加

費　

１
０
０
０
円
（
会
員
は

８
０
０
円
）
※
当
日
徴
収
▼
申

込
方
法　

名
前
、
電
話
番
号
を

記
載
の
上
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む

※
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
方

は
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も

明
記
す
る

▼
申
込
・
問
合
先　

市
国
際
交

流
協
会　
　

47
・
０
１
８
８

　

m
ifa@

fureai.or.jp

▼
日
程　

10
月
27
日
㈭
こ
こ
ろ

の
共
振
（
体
験
を
通
じ
て
分
か

る
こ
と
）
／
11
月
10
日
㈭
互
い

に
支
え
合
う
関
係
づ
く
り
（
相

手
と
折
り
合
う
支
え
合
う
関
係

を
つ
く
る
）
午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場　

取
手
市
福
祉
交
流
セ

ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

（
取
手
市
役
所
敷
地
内
）
▼
定

員　

18
人
▼
受
講
料　

各
回

５
０
０
円
▼
講
師　

木き
や
ま山

良よ
し
と
も知

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
材
開
発

親
子
の
絆
の
た
め
の
楽
し
い

親
子
の
絆
の
た
め
の
楽
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

▼
期
日　

10
月
29
日
㈯
▼
会
場

県
総
合
福
祉
会
館
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
（
水
戸
市
千
波
町

１
９
１
８
）
▼
日
程　

午
前
10

時
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー
プ
ン
（
展

示
、
足
と
靴
の
相
談
、
お
茶
席

コ
ー
ナ
ー
）
／
午
後
１
時
30
分

〜
記
念
講
演（
住す

み
だ田

孝た
か
ゆ
き之

氏「
新

し
い
リ
ウ
マ
チ
医
療
・
診
断

と
治
療
の
進
歩
」）
／
午
後
２

時
30
分
〜
体
験
発
表
（
リ
ウ
マ

チ
友
の
会
茨
城
支
部
会
員
）
／

午
後
３
時
〜
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）
／
午

後
３
時
30
分
〜
お
楽
し
み
抽
選

会
※
申
し
込
み
不
要
▼
参
加
費

無
料
▼
主
催　

㈳
日
本
リ
ウ
マ

チ
友
の
会
▼
後
援　

水
戸
市
、

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
問
合
先　

久
保
田
☎
０
２
９

・
２
８
５
・
８
８
４
８
／
大
井

川
☎
０
２
９
・
２
７
３
・
４
８

９
５

㈳
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

㈳
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

茨
城
支
部

茨
城
支
部
4545
周
年
記
念
大
会

周
年
記
念
大
会

開　
　

催
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▼
申
込
・
問
合
先　

・・
㈳
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
茨
城
支
部

☎
０
２
９･

３
０
２･

３
１
６
６

・・
茨
城
司
法
書
士
会

☎
０
２
９･

２
２
５･

０
１
１
１

▼
日
時
・
会
場　

11
月
５
日
㈯

取
手
市
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
２

階
（
取
手
市
寺
田
５
１
４
４

－

３
）
／
12
日
㈯
ラ
ラ
ガ
ー
デ
ン

つ
く
ば
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム
（
つ
く
ば
市
小
野
崎
字

千
駄
苅
２
７
８

－

１
）
※
両
日

と
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
相
談
内
容　

司
法
書
士
に
よ

る
成
年
後
見
・
遺
言
・
相
続
等

※
面
談
相
談
▼
申
込
方
法　

電

話
で
前
日
ま
で
に
申
し
込
む

募　
　

集

茨
城
司
法
書
士
会

茨
城
司
法
書
士
会

全
国
一
斉
成
年
後
見
相
談
会

全
国
一
斉
成
年
後
見
相
談
会

大麻

犯罪

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
※
事
前
予
約
不
要

▼
日
時　

11
月
12
日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
▼
場
所　

中
央

公
民
館
団
体
活
動
室
▼
内
容

相
続
・
遺
言
・
法
人
設
立
・
営

業
許
可
・
農
地
転
用
・
帰
化
永

住
・
在
留
資
格
・
権
利
義
務
・

事
実
証
明
に
関
す
る
こ
と

▼
問
合
先　

茨
城
県
行
政
書
士

会
県
南
支
部　
☎
58
・０
４
８
６

茨
城
県
行
政
書
士
会

茨
城
県
行
政
書
士
会

県
南
支
部　

無
料
相
談
会

県
南
支
部　

無
料
相
談
会

▼
訓
練
科
名　

機
械
技
術
科
、

自
動
車
整
備
科
、情
報
技
術
科
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
▼
定
員

各
科
20
人
▼
訓
練
期
間　

２
年

間
▼
応
募
資
格　

高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

た
者
（
平
成
24
年
３
月
に
卒
業

見
込
み
を
含
む
）、
も
し
く
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
▼
受

付
期
間　

10
月
24
日
㈪
〜
11
月

４
日
㈮
▼
試
験
日　

11
月
11
日

㈮
▼
提
出
書
類　

入
学
願
書
、

調
査
書
、
健
康
診
断
書
▼
選

考
内
容　

筆
記
試
験
（
国
語
・

数
学
Ⅰ
）、
面
接
▼
合
格
発
表

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

一
般
入
試

一
般
入
試

11
月
18
日
㈮

▼
申
込
・
問
合
先

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

土
浦
市
中
村
西
根
番
外
50

－

１
７
９

☎
０
２
９･

８
４
１･

３
５
５
１

　

認
知
症
介
護
の
悩
み
を
介
護

者
同
士
が
お
互
い
に
話
し
合

い
、
耳
を
傾
け
る
場
で
す
。

▼
日
時　

11
月
９
日
㈬
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
▼
会
場　

市
役

所
小
会
議
室
▼
対
象　

市
内
在

住
の
方

▼
問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

内
線
１
７
７　

☎
45
・
１
７
４
４
（
直
通
）

認
知
症
の
方
と
家
族
の
集
い

認
知
症
の
方
と
家
族
の
集
い

▼
開
催
日
時　

11
月
16
日
㈬
午

前
10
時
〜
正
午
▼
会
場　

ま
つ

や
ま
保
育
園
園
庭
※
雨
天
時
は

室
内
▼
募
集
数　

先
着
16
ブ
ー

ス
▼
受
付
日　

10
月
14
日
㈮
午

前
10
時
〜
▼
出
店
料　

３
０
０

ね
っ
こ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

ね
っ
こ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

大麻を
「育てる」
「持つ・手に入れる」
「あげる・渡す」は、

犯罪です！

　市では、守谷市環境審議会委員を募集します。
　市民参加による協働のまちづくりを推進する
ため、各種審議会委員および協議会委員の選任
に際し、公募制を導入しています。

▼応募資格
市内在住の20歳（４月１日現在）以上の方で、
他の審議会などの委員になっていない方　
※市議会議員、市監査委員、政党の役員・職員
など政治団体関係者を除く

▼応募方法
応募用紙に必要事項を記入の上、直接総務課
窓口へ持参または郵送で申し込む
※応募用紙は、市役所総務課、中央・高野・郷
州・北守谷の各公民館、文化会館、保健セン
ターに用意（市ホームページから取得可）

▼申込期限
　11月 15 日㈫※郵送の場合は消印有効

▼申込・問合先　守谷市役所総務課　
　〒 302-0198　守谷市大柏 950 －１
　内線 354
審議会名称 守谷市環境審議会
募集人数 １人

任　期 平成 24年 1月 1日～
平成 26年 12 月 31 日

問合先 市役所生活環境課　内線143

公募制による公募制による
守谷市環境審議会委員守谷市環境審議会委員

円
▼
説
明
会
日
時　

10
月
28
日

㈮
午
前
10
時
▼
申
込
方
法　

電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で

申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

ま
つ
や
ま

保
育
園　

☎
45
・
８
８
２
８

　

45
・
７
１
９
３

　

n
ekko-m

atsuyam
a@

yam
ayurikai.or.jp
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１１月の子育てカレンダー１１月の子育てカレンダー ウェブ版 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/
携帯版 http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/

月 火 水 木 金 土 日
　 1

夢 の・み
2
夢 の・ほ・み・お

3

文化の日

4
夢 の 12時～・ほ・み
　 ・低ほ

5 6

7
夢 に・の・ほ
ね 親子活動 0～ 1歳★

8
夢 リ★・み・
　 の 12時～

9
夢 の・ほ・み・お

10予 子育てサークル支援
夢 ほ・み・お・ま・講★

11
夢 ほ・み・低の
　（全広場12時まで）

12 13

14
夢 の・ほ

15
夢 の・み

16
夢 の・ほ・み・お
ね フリーマーケット

17
夢 ほ・み・お・ま

18
夢 の・ほ 12時～・み
　 ・低ほ

19 20

21
夢 の・ほ・ポ☆
ね 親子活動１～３歳★

22
夢 の・み

23

勤労感謝の日

24予 予約活動 12月分
　　　（夢っ子・ねっこ）
夢 ほ・み・お・ま

25
夢 の・ほ・み 12時～
　 ・低み

26 27

28
夢 の・ほ・北

29
夢 の・み

30
夢 の・ほ・み・お

予　予約開始日　10:00 ～　予約活動：夢っ子・ねっこ／子育てサークル支援：夢っ子（☎ 48－8804）
ね　ねっこ（まつやま保育園　☎ 45-8828）

　親子活動　9:30 ～　★要予約
　フリーマーケット　10:00 ～ 12:00　どなたでも
夢　地域子育て支援センター ・夢っ子（☎ 45-2462）

　の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）　9:30 ～ 15:30
　　に　にこにこ広場〔育児相談〕　10:00 ～ 12:00
　　ポ　ぽかぽか子育て教室〔育児相談〕　10:00 ～ 12:00　☆事前に問い合わせ
　　リ　リトミック　10:00 ～ 12:00　★要予約
　　講　交流分析　10:00 ～ 11:30　★要予約／託児有
　ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会室）　10:00 ～ 15:00
　み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）　10:00 ～ 15:00
　お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）　10:00 ～ 15:00
　中　出前広場中央（中央公民館 1階和室）　10:00 ～ 14:00
　北　出前広場北守谷（北守谷公民館ホール）　10:00 ～ 14:00
　ま　出前広場まなび（もりや学びの里地域活動室）　10:00 ～ 12:00
　低　低年齢の広場〔１歳の誕生日まで〕
　　　（のぎさき／ほくえん／みずきの）12:00 まで
○北守谷児童センター「キ ・ ターレ」（☎ 45-2278）　10:00 ～ 17:00
　 http://www.moriya-koryuplaza.jp/index.php?id=4
○南守谷児童センター「ミ ・ ナーデ」（☎ 21-1224）　10:00 ～ 17:00
　 http://members3.jcom.home.ne.jp/minaade/

予定は変更される場合

があります。

詳細は各事業所へお問

い合わせください。

子育て情報は、支援セ

ンター発行の『お便り』

（各広場や市役所・公

民館などで取得）や、

ホームページで見るこ

とができます。

■虐待相談通報窓口　市役所児童福祉課　月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－1111　内線 157
■家庭児童相談室　　市民交流プラザ内　月～金曜日　8:30 ～ 17:00　☎ 45－2314
　＊子どもの言葉・発達・成長などさまざまな相談に応じます。
　＊出張相談 … 南守谷児童センター　10：00 ～ 12：00　10 月 27 日㈭、11月 11 日㈮
■育児相談　※メール相談は随時受付

地域子育て
支援センター・夢っ子 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－2462 土塔中央保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－1876

北園保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－4897
ねっこ

まつやま保育園 月～金曜日　8:30 ～ 16:00　☎ 45－8828 保健センター 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－6000

※ 11 月の予約は 10月 24 日㈪から受付開始

・ 地域子育て支援センター 9:30 ～ 16:00

・ まつやま保育園 9:00 ～ 16:00

・ わかばのもり保育園 9:00 ～ 16:00

・ 土塔中央保育所 10:00 ～ 16:00

・ 北園保育所 10:00 ～ 16:00

園
庭
開
放
（
月
～
金
曜
日
）

子子育育てて支支
援援

情情 報報

18
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す
る
予
定
で
す
。

▼
期
日　

10
月
21
日
㈮
・
22
日

㈯
▼
会
場　

も
り
や
学
び
の
里

◎
未
就
学
児
と
保
護
者
の
方
を

対
象
に
し
た
レ
ギ
ュ
ラ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
毎
月
開
催
中

▼
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
稲い

な
が
き垣

立た
つ
お男

さ

ん
の
「
お
や
こ
で
楽
し
む

ア
ー
ト
２
０
１
１
」

▼
サ
ー
カ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
金か

な

井い

圭け
い
す
け介

さ
ん
の
「
お
や
こ
で

ベ
ビ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
」

い
ず
れ
も
所
要
時
間
は
１
時
間

程
度
で
予
約
者
優
先
／
参
加
費

（
材
料
費
等
）
は
子
ど
も
一
人

３
０
０
円

※
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
等

で
確
認
、
ま
た
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

◎
し
み
じ
み
と
芸
術
の
秋
到

来
！　

10
月
の
週
末
は
ア
ー

カ
ス
で
芸
術
三ざ

ん
ま
い昧

。

　

来
る
10
月
16
日
㈰
は
「
彩
都

ピ
ア
☆
も
り
や
」
へ
の
参
加
企

画
と
し
て
、「
ど
こ
で
も
ア
ー
カ

ス
！
〜
写
真
で
語
る
心
の
風
景

〜
俳
句
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＠
中
央

公
民
館
と
そ
の
周
辺
」
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、「
雪せ

っ

歩ほ

」
と
名
乗
り
、
俳
人
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
大
分
県
在
住
の

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
小お

が
わ川

智と
も
ひ
こ彦

さ
ん
を
講
師
に
迎

え
ま
す
。
写
真
、
俳
句
に
興
味

を
お
持
ち
の
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
翌
週
末
21
日
㈮
・
22

日
㈯
は
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト・イ
ン・

レ
ジ
デ
ン
ス
で
招
へ
い
し
た
海

外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
３
人
と
、

ス
タ
ジ
オ
で
活
動
す
る
日
本
人

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
１
人
の
オ
ー
プ

ン
ス
タ
ジ
オ
を
開
催
し
ま
す
。

来
日
か
ら
一
か
月
半
が
経
過
し
、

海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は

守
谷
に
何
を
見
い
出
し
、
ど
の

よ
う
な
手
法
を
使
っ
て
、
皆
さ

ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？　

彼
ら
の
制
作
風
景
を

眺
め
、
ま
な
び
の
里
の
ス
タ
ジ

オ
で
ゆ
っ
く
り
と
秋
の
気
配
を

堪
能
し
て
い
た
だ
け
る
週
末
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◎
ま
な
Ｆ
Ｅ
Ｓ
の
見
所
は
、
ま

な
Ｃ
Ａ
Ｆ
É
！　
ま
な
民み

ん

が

い
っ
ぱ
い
！

　

オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
と
同
時

開
催
の
ま
な
Ｆ
Ｅ
Ｓ
で
は
、ア
ー

カ
ス
と
学
び
の
里
で
活
動
す
る

団
体
が
協
力
し
、
ま
な
Ｃ
Ａ
Ｆ

É
を
誕
生
さ
せ
ま
す
。
こ
こ
に

出
現
す
る
の
は
、
ま
な
Ｆ
Ｅ
Ｓ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ま
な
民
」。

ま
な
民
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ

な
ど
、
ま
な
民
グ
ッ
ズ
も
披
露

職　種 時　給
（Ｈ23.10.1現在） 勤務時間 勤務日数

保健師
（入力事務有） 1,300円

9:00～ 16:00
週２・３日程度

看護師
（入力事務有） 1,100円 月８日程度
歯科衛生士
管理栄養士 1,100円 9:00～ 16:00

の間で３時間程度 月２・３日程度
臨床検査技師 1,850円 13:00～ 15:00 月１日程度
※勤務時間および日数は、実際の健診日程や状況により変動があります

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

24
年
度
の
嘱
託
職
員
を
登
録
制

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　

登
録
制
と
は
、
あ
ら
か
じ
め

働
き
た
い
期
間
や
職
種
な
ど
を

登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
中

か
ら
、
条
件
に
合
う
方
を
選
考

し
、
審
査
後
に
採
用
す
る
も
の

で
す
。登
録
を
希
望
す
る
方
は
、

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
登
録
有
効
期
間　

　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成

25
年
３
月
31
日
の
間
で
、
申
請

者
の
希
望
す
る
期
間

▼
選
考
審
査
・
採
用　

　

面
接
審
査
ま
た
は
書
類
審
査

に
よ
り
選
考
し
、採
用
者
に「
任

用
通
知
書
」
を
送
付
（
不
採
用

の
通
知
は
し
な
い
）

※
登
録
者
多
数
の
職
種
は
、
登

録
期
間
内
に
採
用
さ
れ
な
い

場
合
あ
り

▼
申
請
方
法　

　

11
月
１
日
㈫
以
降
に
、
必
要

書
類
を
持
参
の
上
、
本
人
が
保

健
セ
ン
タ
ー
で
申
請
す
る

※
４
月
１
日
か
ら
採
用
希
望
の

方
は
平
成
24
年
１
月
31
日
㈫

ま
で
に
申
請
す
る

▼
必
要
書
類
（
次
の
①
〜
④
）

①
登
録
申
請
書　

※
保
健
セ
ン

　

タ
ー
に
用
意

②
市
販
の
履
歴
書

③
簡
易
問
診
票
（
市
様
式
）

④
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

　

 

平
成
24
年
度　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

嘱　

託　

職　

員　

募　

集

●
申
請･

問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
48
・
６
０
０
０

●問合先　アーカススタジオ
　☎ 46－2600（10:00 ～ 18:00）

もりや学びの里での
アーカスの日常

◎最新情報はウェブで !!
アーカスの活動に関する最新情報は、
ホームページ等をご覧ください。
・HP（ホームページ）
　http://www.arcus-project.com/
・BLOG（ブログ）
　http://arcus4u.exblog.jp/
・TWITTER（ツイッター）
　http://www.twitter.com/arcusproject/
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＜集合場所＞大野公民館前（大野小学校内）
　　　　　　☆駐車可能　☆ 8：50集合
＜参　加　費＞大人 200円（当日徴収）、子ども無料
＜昼　　食＞おにぎりを持参してください
　　　　　　※豚汁を用意しています
＜申込方法＞住所 ･氏名 ･電話番号を記入し、
　　　　　　下記宛てに FAXしてください
＜Ｆ Ａ Ｘ＞ 48-3501 （浅川宛て）
＜問 合 先＞ 090-8853-8390（浅川携帯）

①大野公民館 ･大野小学校出発～
②新山地域改善センター前～③利根川堤防～
④守谷SA（上り）～⑤寿

じゅでんあん

傳庵（赤
あか

ん堂
どう

）～
⑥大

だいはくさん

柏山西
さ い こ う じ

光寺～⑦大柏神社～
⑧天神様（学校給食センター）～⑨ TX高架下
さつまいも掘り・落花生採り体験（昼食）～
⑩大野公民館（解散）
☆全行程約 10km程度
☆さつまいも、落花生は一部を持ち帰り可
☆コースは、一部変更になる場合がありますの
でご了承ください

秋のふるさと大野ウオーキング
＜ウオーキングコース＞＜日時＞　10月16日 (日 )　

9：00出発～13：00到着予定　※雨天中止

主催：大野地区公民館（高
たかはし

橋甚
じんいちろう

一郎館長）
共催：ふるさと大野を語る会（古

ふる や

谷利
としかず

一会長）

夏休みボランティア見学・体験報告

＜受入団体の感想＞
①小学生に手話の基本を教えることで、自分たちの
復習になり、新鮮な空気で若返った気分で、いつ
も以上に楽しめた。「手話サークルふれあい」
②申込者のほかに事前連絡なく参加された子どもが
いて、参加賞を渡すことができなかった。子ども
と交流ができて大変良かった。「守谷おもちゃ病院」

③里山の自然環境（動植物等）を守ることの大切さ
を理解してもらえて良かった。里山の生物に知識
の深い子がいて、日ごろの観察や調査に感心した。
「立沢里山の会」
④パトロール中、小学校の現状を聞けて、とても良
かった。「高野まちづくりの会」
⑤小学生のお子さんとお年寄りの交流を一緒にでき
て有意義でした。「白ゆり会」

　小学生を対象に募集したところ、延べ 19 人
の参加がありました。初めての経験で、協力や
他人を思いやる心の大切さを知り、支援を必要
とする人のために活動することがボランティア
だと知る機会となり、大きく成長したようです。
さらに、関心を持って参加する子どもが増える
ことを期待します。

＜参加者の感想＞
①手話を少しでも知っていれば、何かの役にた
つかと思い参加しました。先生方が優しくて、
すごく楽しかった。単語と単語をくっつけて
文にすることを覚えました。家族にも教えて
あげられた。（守谷小６年）
②おもちゃの中を見たくて参加した。新幹線の
おもちゃを直せて良かった。（大井沢小３年）
③立沢里山でザリガニ・どじょうを見つけて楽
しかった。（松前台小５年）
④高野地区を知って、友達に教えたいと思い申
し込みました。お散歩パトロールで公園に空
き缶が捨ててあったのが残念で、私はごみを
捨てないようにしようと思いました。人のた
めにボランティアをすると喜んでもらえる
し、自分もうれしくなりました。（高野小４年）
⑤普段お年寄りと触れ合うことがないので、手
話で歌ったり、一緒に遊んだり、お話をして
すごく楽しかった。（守谷小５年）

新URL　http://moriya-cac.org/
＜ボランティアNEWS＞毎月１日発行
＜登録団体詳細＞ PDFでご覧いただけます
＜マイタウン守谷＞イベント開催・募集情報
＜会議室予約状況＞空き時間確認可能

センターのホームページが新しくなりました

20
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第35回ピティナ・
ピアノコンペティション

女子団体の部

優　勝
女子個人の部

優　勝

高
たかはし

橋萌
も え こ

子さん
（守谷高等学校３年生）

守 谷 高 等 学 校

高
たかはし

橋萌
も え こ

子さん（３年生）
船
ふなばし

橋里
り の

乃さん（３年生）
西
にし

　柚
ゆ い

衣さん（３年生）
岡
おかもと

本夏
か な

奈さん（３年生）
森
も り い

井愛
あ み

満さん（３年生）
大
おおがめ

亀　杏
あんず

さん（２年生）
吉
よしむら

村　遥
はるか

さん（１年生）
塚
つかもと

本浩
こういち

一監督
足
あ だ ち

立仁
じんいち

一教頭

ベスト８

西
にし

　柚
ゆ い

衣さん
（守谷高等学校３年生）

金
かなざわ

沢壮
そ う き

樹さん
（守谷小学校

２年生）

沼
ぬまじり

尻千
ち か

果さん
（黒内小学校

４年生）

渡
わたなべ

辺明
あ す か

日香さん
（郷州小学校

５年生）

髙
た か ぎ

木裕
ゆ み

美さん
（大野小学校

６年生） 

駒
こ ま じ

路勇
は や と

人さん
（松ケ丘小学校２年生）

平成23年度全国高等学校総合
体育大会ハンドボール大会
高松宮記念杯第62回全日本高
等学校ハンドボール選手権大会

スポーツ・文化活動を奨励します
●問合先　市役所生涯学習課　内線 276・279

平成23年度全国高等学校総合体育大会剣道大会
第58回全国高等学校剣道大会

Ａ１級（小学１・２年生）

金　賞

男子 準優勝

藤代紫水高等学校

星
ほし

　文
ふ み や

也さん（３年生）
会
あ い だ

田健
け ん ご

吾さん（３年生）
渡
わたなべ

辺大
た い き

貴さん（３年生）
今
こ ん の

野辰
たつひこ

彦さん（３年生）
今
こ ん の

野利
としひこ

彦さん（１年生）
相
あいざわ

澤祐
ゆ う た

太さん（１年生）

女子 ベスト 16

水海道第二高等学校
佐
さ く ま

久間香
か な

奈さん（２年生）

第39回全日本ジュニアトランポリン競技選手権大会

NPO江戸崎スポーツクラブ

　市では、県の代表として全国大会以上の競技会・コンクール

等に出場・参加し、上位入賞した方などに奨励金を交付してい

ます。交付の対象となる大会などは、「守谷市スポーツ・文化

振興奨励金交付要綱」で定められています。詳細は、お問い合

わせください。

スポーツ・文化活動を奨励しますスポーツ・文化活動を奨励します

全国大会出場者紹介全国大会出場者紹介

皆さん、おめ
でとうござい

ます！
皆さん、おめ

でとうござい
ます！
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み
ん
な
で
心
を
一
つ
に
し

て
、
楽
し
い
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ

ル
（
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
小
さ
な
も

の
）
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
間　

11
月
19
日
㈯
〜
平
成

24
年
１
月
28
日
㈯
午
後
２
時
〜

４
時
（
全
11
回
）
▼
会
場　

中

央
公
民
館
ほ
か
▼
募
集
人
数

市
内
在
住
の
小
・
中
・
高
校
生

20
人
※
最
少
開
催
人
数
10
人

▼
講
師　

鈴す
ず
き
あ
つ
こ

木
厚
子
氏
（
も
り

や
生
き
生
き
ラ
イ
フ
リ
ー
ダ
ー

バ
ン
ク
登
録
者
）
▼
参
加
費

１
０
０
円
程
度
（
手
袋
代
）

▼
申
込
方
法　

11
月
１
日
㈫
ま

で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し

込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民

館　

☎
48
・
６
７
３
１

　

初
心
者
で
も
楽
し
め
る
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
（
プ
ラ
ン
タ
ー
ほ
か

で
の
寄
せ
植
え
）
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
移
動
教
室

と
し
て
施
設
見
学
（
東
京
都

日
比
谷
公
園
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

シ
ョ
ー
）
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
26
日
㈬
・
27
日

㈭
、
11
月
30
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午
※
10
月
27
日
㈭
は
移
動

教
室
の
た
め
全
日
（
全
３
回
）

▼
会
場　

中
央
公
民
館
、
東
京

都
日
比
谷
公
園
ほ
か
▼
募
集
人

数　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
20

人
※
最
少
開
催
人
数
８
人
▼
講

師　

原は
ら

八や

え

こ

重
子
氏
（
日
本
園
芸

協
会
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）
▼
参
加
費　

３
０
０
０

円
程
度
（
教
材
費
等
）
※
移
動

教
室
時
は
、
交
通
費
・
昼
食
代

を
各
自
負
担
▼
持
参
品　

軍

手
、
小
さ
な
ス
コ
ッ
プ
、
エ
プ

ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
園
芸
用
は
さ

み
、
筆
記
用
具
▼
申
込
方
法

10
月
21
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た

は
窓
口
で
申
し
込
む
（
事
前
質

問
等
が
あ
れ
ば
受
付
可
）

▼
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民

館　

☎
48
・
６
７
３
１

▼
内
容　

江
戸
湊
と
隅
田
川
テ

ラ
ス
歴
史
散
策
・
江
戸
か
ら
伝

わ
る
庶
民
の
暮
ら
し
を
学
ぶ

▼
日
時　

11
月
11
日
㈮
午
前
８

時
30
分
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

守
谷
駅
改
札
付
近
集
合
、
午
後

４
時
30
分
解
散
予
定
▼
行
き
先

東
京
都
中
央
区
佃
・
月
島
も
ん

じ
ゃ
ス
ト
リ
ー
ト
方
面
▼
募
集

人
数　

市
内
在
住
の
方
15
人
※

最
少
開
催
人
数
10
人
／
超
過
の

場
合
抽
選
▼
講
師　

中
央
区
ス

ト
リ
ー
ト
ガ
イ
ド
協
会
会
員

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
程
度

（
講
師
謝
金
、
資
料
代
、
保
険

代
等
）
※
交
通
費
・
昼
食
代
を

各
自
負
担
▼
持
参
品　

筆
記
用

具
、
飲
み
物
▼
申
込
方
法　

往

復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年

代
・
電
話
番
号
（
携
帯
可
）・

教
室
名
を
記
入
し
、
10
月
28
日

㈮
必
着
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民

館　

〒
３
０
２

－

０
１
１
０

守
谷
市
百
合
ケ
丘
２

－

２
５
４

０

－

１　

☎
48
・
６
７
３
１

①
パ
ス
テ
ル
画
入
門
教
室

　

新
し
い
自
分
を
探
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時　

12
月
４
日
・
18
日
、

平
成
24
年
１
月
15
日
・
29
日
、

２
月
５
日
、
３
月
４
日
※
各
日

曜
日
（
全
６
回
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
▼
対
象　

市
内

て
新
年
を
迎
え
よ
う
。

▼
日
時　

11
月
27
日
㈰
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
▼
対
象

市
内
在
住
の
成
人
20
人
※
最
少

開
催
人
数
10
人
／
超
過
の
場
合

抽
選
▼
参
加
費　

３
５
０
円

（
講
師
謝
金
、
教
材
費
等
）

▼
持
参
品　

カ
ッ
タ
ー
、
筆
記

用
具
、
ぞ
う
き
ん
▼
講
師　

中な
か

村む
ら

洋ひ
ろ
し

氏
（
も
り
や
生
き
生
き

ラ
イ
フ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録

者
）
▼
申
込
方
法　

11
月
18
日

㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

申
し
込
む

■
北
守
谷
公
民
館
事
業
共
通
会

場
・
申
込
先
・
問
合
先
（
①
②

③
共
通
）　

北
守
谷
公
民
館

☎
47
・
０
１
１
１

▼
会
期　
10
月
24
日
㈪
〜
29
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
※

24
日
㈪
午
後
１
時
〜
、
29
日
㈯

午
後
４
時
ま
で
▼
会
場　

守
谷

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
・
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
▼
作
品
点
数　

65
点

▼
主
催　

日
本
水
彩
画
会
茨
城

県
支
部

▼
問
合
先　

小
松

☎
48
・
２
５
１
９

在
住
の
成
人
16
人
※
最
少
開
催

人
数
10
人
／
超
過
の
場
合
抽
選

▼
参
加
費　

４
０
０
０
円
程
度

（
講
師
謝
金
、
教
材
費
）
▼
持

参
品　

パ
ス
テ
ル
、
色
鉛
筆
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
フ
キ
サ
チ

ー
フ
、
タ
オ
ル
、
カ
ッ
タ
ー
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ

ム
（
画
材
の
問
合
可
）
▼
講
師

え
び
は
ら原
直な

お
み美
氏
（
も
り
や
生
き
生

き
ラ
イ
フ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登

録
者
）
▼
申
込
方
法　

10
月
31

日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口

で
申
し
込
む

②
ペ
タ
ン
ク
教
室

　

フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
よ
う
。

▼
日
時　

11
月
13
日
㈰
・
19
日

㈯
・
26
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
※
雨
天
の
場
合
は
室

内
で
ル
ー
ル
説
明
等
▼
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
30
人

（
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同

伴
）
※
最
少
開
催
人
数
15
人
／

超
過
の
場
合
抽
選
▼
参
加
費

５
０
０
円
（
講
師
謝
金
、
保
険

代
）
▼
服
装　

運
動
で
き
る
服

装
▼
講
師　

み
ず
き
会
ペ
タ
ン

ク
ク
ラ
ブ
員
▼
申
込
方
法　

11

月
４
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は

窓
口
で
申
し
込
む

③
障
子
の
張
り
替
え
講
習
会

　

き
れ
い
な
障
子
に
張
り
替
え

22

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
教
室　

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
教
室　

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

中
央
公
民
館　

歴
史
移
動
教
室

中
央
公
民
館　

歴
史
移
動
教
室

「
Ｔ
Ⅹ
で
行
こ
う
！
江
戸
・
東

「
Ｔ
Ⅹ
で
行
こ
う
！
江
戸
・
東

京
今
昔
も
の
が
た
り
３
」

京
今
昔
も
の
が
た
り
３
」

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

日
本
水
彩
画
会
茨
城
県
支
部

日
本
水
彩
画
会
茨
城
県
支
部

特
別
展　
　
　
　

特
別
展　
　
　
　
　　

入
場
無
料

入
場
無
料

少
年
少
女
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル

少
年
少
女
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル

入
門
教
室　
　
　
　

入
門
教
室　
　
　
　

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

北
守
谷
公
民
館
運
営
協
力
員

北
守
谷
公
民
館
運
営
協
力
員

事
業　
　
　
　
　

事
業　
　
　
　
　
　　

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集
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◎
郷
州
公
民
館
／
や
さ
し
い
大

人
の
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル

▼
内
容　

初
心
者
対
象
の
ピ
ア

ノ
。
易や

さ

し
く
、
素
敵
な
ア
レ
ン

ジ
曲
で
憧
れ
の
ピ
ア
ノ
を
弾
き

ま
す
。
ど
な
た
で
も
楽
し
く
弾

け
ま
す
。グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
。

▼
日
時　

10
月
31
日
、
11
月
７

日
・
14
日
、
12
月
５
日
※
第
１
・

２
月
曜
日
（
全
４
回
）
①
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分
②
午
前

11
時
〜
正
午
▼
会
場　

郷
州
公

民
館
美
術
工
芸
室
▼
参
加
費

１
回
１
０
０
０
円（
初
回
無
料
）

▼
募
集
人
数　

希
望
者
全
員

▼
申
込
方
法　

10
月
28
日
㈮
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

渡
辺　

☎　

45
・
５
１
３
０

◎
中
央
公
民
館
／
伝
統
芸
能
こ

ぶ
し
（
申
込
不
要
）

▼
内
容　

太
鼓
（
大
・
小
）
祭

り
ば
や
し
ほ
か
▼
日
時　

10
月

20
日
、
11
月
17
日
、
12
月
15
日

※
第
３
木
曜
日
（
全
３
回
）
午

後
７
時
30
分
〜
８
時
15
分
▼
会

場　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
▼
参

加
費　

無
料
▼
募
集
人
数　

５

人
（
高
校
生
以
上
）

▼
問
合
先　

酒
井

☎　

48
・
１
７
３
９

▼
日
時
・
集
合
場
所　

10
月
28

日
㈮
午
前
８
時
20
分
大
野
小
学

校
西
側
校
門
▼
行
き
先　

栃
木

県
足
利
市
足
利
学
校
、
日
光
市

相
田
み
つ
を
心
の
美
術
館
ほ
か

▼
募
集
人
数　

大
野
小
学
校
区

在
住
の
成
人
の
方
40
人
※
最
少

開
催
人
数
27
人
／
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
他
地
区
か
ら
も
受

け
入
れ
／
超
過
の
場
合
抽
選

▼
交
通
手
段　

市
委
託
大
型
バ

ス
▼
参
加
費　

３
５
０
０
円
程

度
（
入
館
料
、
昼
食
代
等
）

▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
年
代
・
電
話
番

号
・
教
室
名
を
記
入
し
、
10
月

24
日
㈪
必
着
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民

館　

〒
３
０
２

－

０
１
１
０

守
谷
市
百
合
ケ
丘
２

－

２
５
４

０

－

１　

☎
48
・
６
７
３
１

▼
日
時　

11
月
13
日
・
20
日
・

27
日
、
12
月
４
日
※
各
日
曜
日

（
全
４
回
）
午
前
９
時
〜
11
時

※
雨
天
時
12
月
11
日
㈰　

▼
対

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
先

着
20
人
▼
会
場　

常
総
運
動
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
指
導
者

市
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

会
員
▼
参
加
費　

１
０
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
含
む
）

※
当
日
会
場
で
徴
収
▼
持
参
品

屋
外
用
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト

（
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
主
催

者
で
用
意
）
▼
申
込
方
法　

電

話
ま
た
は
窓
口
で
10
月
25
日
㈫

ま
で
に
申
し
込
む　

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課　

内
線
２
７
８

▼
日
時　

10
月
22
日
㈯
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
▼
会
場　

中
央

公
民
館
講
座
室
▼
対
象　

幼
保

小
中
学
校
保
護
者
お
よ
び
市
民

▼
講
師　

飯い
い
む
ら村
省し

ょ
う
い
ち一
氏
（
筑
波

学
都
資
金
財
団
筑
波
研
修
セ
ン

タ
ー
所
長
・
元
県
立
守
谷
高
等

学
校
長
）
▼
内
容　

講
話
・
話

し
合
い
▼
参
加
費　

無
料
▼
申

込
方
法　

10
月
20
日
㈭
ま
で
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課　

内
線
２
７
７

　

市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル
ー

プ
が
日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
披

露
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

▼
日
時　

10
月
30
日
㈰
午
後
０

時
30
分
開
場
、
１
時
開
演
▼
会

場　

高
野
公
民
館
多
目
的
ホ
ー

ル
▼
出
演
団
体
（
主
な
曲
目
）

マ
ザ
ー
グ
ー
ス
（
植し

ょ
く
せ
い生
の
宿
）、

ひ
ま
わ
り
コ
ー
ラ
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｓ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
）、
ト
レ
モ
ロ
＆
口こ

う
き
ん琴

ク
ラ
ブ
（
赤
い
ハ
ン
カ
チ
）、

守
谷
混
声
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
島し
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震災ボランティアへ
～守谷陶芸会より～

　８月２日～４日にかけて、
東日本大震災で被災した岩
手県陸前高田市に、守谷陶
芸会会員３人が訪問し、会
員から募った約1500点の
陶器を被災者の方々へ無償
で提供してきました。
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集

参
加
者
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集
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▼期間　10 月 29 日㈯～ 11月 27 日㈰

▼会場　中央公民館（菊花展は市役所中庭）

▼主催　第 35回芸術祭実行委員会
第35回 芸術祭第35回 芸術祭

催　し　物 期　日 時　間 発表者（対象） 運　営

菊　花　展 10 月 29 日㈯～
11月 11 日㈮ 9:00 ～ 16:00 文化協会会員及び一般公募 文化協会

園芸部会

美術展Ⅰ期 10 月 30 日㈰～
11月 6日㈰

9:00 ～ 17:00
（6日は正午まで） 一般公募（団体・個人）

市役所生
涯学習課

美術展Ⅱ期 11 月 7日㈪～
13日㈰

9:00 ～ 17:00
（13 日は正午まで）

文化協会会員（予定展示サー
クル：パレット､ 染色のばら、
写友ふれあい､ 一彩会、拓本
表装同好会､ 陶芸６団体、書
道個人、写真個人）

文化協会
展示部会

美術展Ⅲ期 11 月 14 日㈪～
20日㈰

9:00 ～ 17:00
（20 日は正午まで）

文化協会会員（予定展示サー
クル：クラブイーゼル、守谷
フォトクラブ、フォトサーク
ル悠遊、泉水墨画サークル、
墨遊会、アトリエ絵我楽､ ア
トリエキャンバス、巴の会、
陶芸 6団体、絵画個人）

若い芽のコンサート
in MORIYA 11 月 13 日㈰ 13:30 開場

14:00 開演 10 月 25 日号に掲載予定 文化協会
音楽部会

生　花　展 11 月 9日㈬～
13日㈰

9:00 ～ 17:00
（13 日は正午まで）文化協会会員 文化協会

華道部会生花体験コーナー
（生花展会場にて） 11 月 12 日㈯ 午前の部 10:00 ～

午後の部 13:00 ～
来場者参加自由（先着順、参
加費無料、持ち物不要）

芸　能　祭 下　　　記　　　参　　　照 文化協会
芸能部会

ふれあい茶会 11 月 27 日㈰ 10:00 ～ 15:00
（受付は14:00まで）

松
しょうふうりゅう

風流　　　　森
もり

　静
せいせい

靖氏
大和遠州流　　田

た な か

中静
せいりゅう

龍氏
裏千家　　　　尾

お や ま

山宗
そうゆう

由氏
※茶券代 1,500円（おしのぎ付）
申込先　岡島☎ 45-1143

文化協会
茶道部会

入場無料 芸能祭 ▼問合先　市役所生涯学習課　生涯学習Ｇ
　　　　　内線 279
＊中央公民館へは、モコバスや路線バスを
ご利用ください。
守谷駅西口から徒歩で
守谷交番の前を通り、
約10分です。

▼日時　11月 23 日（水・祝）
　　　　9：00 ～ 17：30（予定）

▼会場　中央公民館ホール

▼内容　守谷市文化協会芸能部会の会員による民
謡、舞踊、筝

そう

曲、尺八などの発表
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市民協働事業「山百合の鉢植え栽培講習会」

「ふれあい新春写真展」出品作品募集

守谷アンサンブルオーケストラ（MEO）第 13 回定期演奏会

○日　　時　　11月 20 日㈰　13:30 ～ 15:00
○会　　場　　高野公民館　集会室１
○募集人数　　市内在住の方 25人　※最少開催人数８人
○講　　師　　守谷山百合の会会員
○参　加　費　　1,500 円（球根、用土、鉢代等）
○持　参　品　　軍手、スコップ
○主　　催　　高野公民館、守谷山百合の会
○申込方法　　10月 31 日㈪までに電話または窓口で申し込む
　　　　　　　（その際、過去講習会に参加の有無をお知らせください。）
○申込・問合先　　高野公民館　☎ 45-5411

○開催期間　　平成 24年 1月 7日㈯～ 29日㈰　9:00 ～ 17:00
○展示場所　　高野公民館ロビー
○作品募集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・テーマ　　「守谷市の豊かな自然風景」
　・点　数　　四つ切りサイズ　一人 2点
　　※作品の展示、会場準備・後片付けは出展者の負担となります。
○作品搬入　　平成 24年 1月 6日㈮　14:00 ～
○申込方法　　12月 20 日㈫　17:00 までに電話または窓口で申し込む
○申込・問合先　　高野公民館　☎ 45-5411

○開催日時　　11月 23 日（水・祝）　13:30 開場　14:00 開演～ 16:00
○開催会場　　ノバホール（TXつくば駅下車徒歩５分）　入場無料（全席自由）
○指　　揮　　東義直
○バイオリン独奏　　須賀麻里江
○オーケストラ演奏　　守谷アンサンブルオーケストラ
○曲　　目　　ベートーベン作曲：交響曲第７番 
　　　　　　　サン＝サーンス作曲：ヴァイオリン協奏曲第３番
　　　　　　　シューベルト作曲：“ロザムンデ ”序曲
○問　合　先　　守谷アンサンブルオーケストラ事務局
　　　　　　　相馬　☎ 45-2933
○ホームページ　　http://orchestra.musicinfo.co.jp/~meo/

　写真活動者の「ふれあいの場」を下記の内容で設けましたので、ぜひ、自然豊かな郷土の思い出
の写真を応募ください。

　守谷で活動するアマチュアオーケストラMEOの定期演奏会です。今回は指揮者に、著名なビオ

ラ奏者として多方面でご活躍の東
ひがし

義
よしなお

直さんを、また、守谷市出身のバイオリニスト須
す が

賀麻
ま り え

里江さん

（東京藝術大学大学院在学中）をお迎えした演奏会です。

　入場無料、全席自由です。皆さんのご来場を、団員一同心よりお待ちしています。

～守谷市の花「山百合」の育て方を学び、～守谷市の花「山百合」の育て方を学び、
家庭で大輪の花を咲かせ、来年７月の第１回山百合展示会に出展しよう～家庭で大輪の花を咲かせ、来年７月の第１回山百合展示会に出展しよう～

参加者募集

高野公民館運営協力員事業

広報もりや 2011.10.1025
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「図書館まつり」

としょかんへいこう！

おはなしワークショップ　『それいけ！守谷のげんきっこ』

バスと徒歩で巡る守谷の名所　－寺社編Ⅱ－

▼日　　時　11月 6日㈰　14:00 ～ 15:30

▼会　　場　中央図書館 3階　視聴覚室

▼対　　象　幼稚園～小学校低学年のお子さんとその保護者

▼定　　員　当日先着 60人

▼持　参　品　クレヨンなど

▼講　　師　平
ひ ら た

田昌
まさひろ

広氏、平
ひ ら た

田　景
けい

氏
1969 年　神奈川県生まれ（昌広氏）、1970 年　北海道生まれ（景氏）。
2002 年に夫婦オフィス「オフィスまけ」を設立。昌広氏が文、景氏が絵を担当し、
『ぽんこつドライブ』『おかん』『かいてんずしだいさくせん』などの作品を発表。コ
ンビを組んだ作品以外にも、個々での活動も行っている。
http://www.offi  ce-make.com/

▼日　　時　11月 10 日㈭　9:30 ～ 12:00

▼定　　員　先着 40人　　　　　　

▼対　　象　市内在住の方　
※バスを降車後、訪問場所まで 15分程度自力で歩ける方

▼申込方法　窓口で直接または電話で中央図書館に申し込む

▼訪問場所　長龍寺（百合ケ丘）、明治神宮（中央）、雲天寺（本町）
※講師等の解説有

▼講　　師　中央図書館副館長

　絵本作家として活躍されている平田氏と一緒に、大きな紙へみんなで絵を描いてみよう♪
　絵本のおはなしや読み聞かせも行います。

　昨年に引き続き、市内の名所をバスと徒歩で巡ります。今回は、守谷駅付近にある寺社を訪問
します。

◆資料の検索はホームページから（パスワード登録すると、予約申込や貸出 ･予約状況の照会もできます）
http://www.lib.moriya.ibaraki.jp/ https://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

10月の児童テーマ『た　べ　る』

パソコン 携帯電話

「図書館まつり」のお知らせ
季節は秋、読書の秋です。
中央図書館でも、恒例の「図書館まつり」を開催します。
皆さんでお誘い合わせの上、どうぞ気軽にご来館ください。

事前申込
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※　　　の記載があるイベント以外は、すべて無料
※　　　　　の記載があるイベントは、10月 18 日㈫ 10:00 から受付開始

休　館　日　　毎週月曜日　※10/10（月・祝）は中央図書館・各公民館図書室どちらも開館
　　　　　　10/11 ㈫、10/28 ㈮、11/30 ㈬

開館時間　　中央図書館　　　10：00～ 18：00（※木曜日は、13：00～ 18：00）
　　　　　　各公民館図書室　 9：30～ 16：30

10･11月10･11月

こぐまのおうち

おはなししゃぼんだま

お話まつぼっくり

事前申込
有料

　複数冊あり不用となった本や保存期限の切
れた雑誌などを配布します。

　毎年好評の手袋を使った人形作り。
　今年はパンダを作ります。

▼日　　時　10月 29 日㈯
10月 30 日㈰　無料
10:00 ～ 16:00

▼会　　場　中央図書館３階　視聴覚室ほか

▼対　　象　市内在住・在勤・在学の方

▼配布資料　一般書・児童書・雑誌

▼配布冊数　一人につき 15冊以内

▼料　　金　10月 29 日㈯のみ 1冊 100 円

▼日　時　11月 1日㈫
　　　　　11:00 ～ 11:30

▼会　場　中央図書館１階 おはなしのへや

▼内　容　絵本、紙芝居など

▼日　時　11月 11 日㈮
　　　　　11:00 ～ 11:30

▼会　場　中央図書館１階 おはなしのへや

▼内　容　絵本、紙芝居など

▼日　時　11月 12 日㈯
　　　　　11:00 ～ 11:30

▼会　場　中央図書館１階 おはなしのへや

▼内　容　パペット人形（おおかみと七ひき
の子やぎ）、絵本、紙芝居　など

10 月 27 日㈭～ 11月 9日㈬は、
読書週間です。
今年の標語「信じよう、本の力」

▼日　　時　11月 3日（木・祝）
13:00 ～ 14:30

▼会　　場　中央図書館３階　集会室 1

▼定　　員　先着 20人

▼対　　象　小学 5年生以上の方

▼内　　容　パンダの手袋人形作り

▼材　料　費　300 円　※当日徴収

▼持　参　品　裁縫道具

▼申込方法　直接または電話で中央図書館に
　　　　　　申し込む

▼協　　力　図書館と歩む会

お願い

　・・当日は先着順です
　・・混雑時には、入場制限をします
　・・精算後の返品・交換は一切お断りします
　・・お持ち帰り用の袋をご持参ください
　・・小銭をご用意ください（有料時）

有料

有料

事前申込

リサイクルブックフェア（有料・無料） おはなし会

松ぼっくりで人形をつくろう！

手袋の人形作り講習会

▼日　　時　11月 5日㈯　13:00 ～ 14:00

▼会　　場　中央図書館　児童フロア

▼定　　員　当日先着 30人

▼協　　力　ヴェルデ

広報もりや 2011.10.1027
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戦を繰り広げています
秋季軟式野球大会（9月 11日～）

　秋季軟式野球大会が、常総運動公園野球場ほか
で開催されました。参加 14 チームは、優勝を目
指し、それぞれのチームの持ち味を生かして、熱
戦を繰り広げました。

ペペ アの息をあわせて
市民テニス大会（９月３日）

　常総運動公園テニスコートで、市民テニス大会
が開催されました。台風 12 号の影響による悪コ
ンディションの中、参加した選手たちはペアの息
を合わせ、試合に臨んでいました。（男子優勝は
川上・橋本組、女子優勝は川﨑・酒井組）

熱熱

曜日の夕方は音楽で納涼
夕べのコンサート（８月 20･27 日、９月３日）

　恒例となった夕べのコンサートを、今年は８月
20 日から３回、毎週土曜日の夕方に開催しまし
た。守谷で音楽活動をしている市民団体やプロが
コンサートを行い、訪れたお客さんは、音楽で納
涼をしていました。

土土

ポポ イ捨てはしないで
環境美化の日（９月４日）

　市内全域で、「環境美化の日」が行われ、ポイ
捨てなどにより捨てられたごみを拾い、それぞれ
の地域で美化活動を実施しました。空き缶などの
ポイ捨てが多く見受けられます。絶対にしないよ
うにお願いします。
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●まちの話題を写真記事でお届けします

命命 のボランティア
献血（9月 28日）

　守谷市・守谷ライオンズクラブ・㈳竜ヶ崎法人
会守谷地区会では、市役所で献血と骨髄ドナーバ
ンク登録を行いました。積極的なご協力ありがと
うございました。

環環 境を学ぶ教材
けやき台中学校太陽光発電システム贈呈式（９月27日）

　市内 70 歳以上の方を招待し、多年の功績と長
寿を祝う「敬老会」が常総運動公園総合体育館で
開催されました。市内で 4人の方が今年度 100
歳を迎えられました。おめでとうございます。（写
真は軽

か る べ

邊センさん）

手手 間暇をかけて
稲刈り体験学習（9月 26日）

　立沢里山で大井沢・松前台・御所ケ丘小学校５
年生の児童が、稲刈り体験を行いました。地元の
農家の方などから鎌での稲の刈り方の指導を受け
た後、収穫期を迎えた稲を笑顔で刈り取っていま
した。

　公益財団法人イオン環境財団からけやき台中学
校に太陽光発電システムが寄贈されました。太陽
光発電システムは 10キロワットで、学校が使用
する年間電力量の８％をまかなうことが期待でき
ます。次代を担う中学生が環境について学
ぶ “教材 ”として活用していただこうと贈られた
ものです。

長長 寿の秘
ひ け つ

訣は笑顔
敬老会（９月 11日）

広報もりや 2011.10.1029
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申 込 日 収 集 日

日
大井沢地区
大野地区
高野、乙子、南守谷地区
原、原本町、北園
小山、奥山新田、奥山本田、
辰新田、同地、赤法花

区　　　分

携帯電話から市の情報を入手できます

◆主な内容◆
・もりやクリーンカレンダー
・子育てカレンダー
・図書館蔵書検索
・バス及び鉄道時刻表
・スポーツ施設予約
・緊急診療案内

守 谷 市 役 所

発行者　守谷市長　 会 田　真 一
編 集 守谷市役所総務部秘書課

http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/

〒 302-0198　守谷市大柏 950-1
0297-45-1111（代表）

http://www.city.moriya.ibaraki.jp/
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10月の納期

11月のし尿収集日

・・市・県民税……………３期
・・国民健康保険税………４期
・・後期高齢医療保険料…４期
・・介護保険料……………４期

10/11 ～ 10/14 10/26
10/24～ 10/28 11/ 9
11/ 7 ～ 11/11 11/23

１ ２ ４
７ ８ ９
14 15 16
21 22 ―
23 25 ―
28 29 ―

平成 23年９月 25日現在

世　帯 23,393戸 （± 0戸）
人　口 62,698人 （－48人）
　男　 31,727人 （－34人）
　女　 30,971人 （－14人）
昨年同月人口　　 62,297人     

取手医師会病院（小児科除く）

JAとりで総合医療センター（小児科:水曜日除く）

総合守谷第一病院（小児科 : 水曜日）

 ０２９７－７８－６１１１

 ０２９７－７４－５５５１

 ４５－５１１１

　茨城県民の平均塩分摂取量は、日本人１日の目標値の男性９ｇ
未満、女性7.5ｇ未満を上回っています。塩分の取り過ぎは、高血
圧や胃がんの発症リスクを高めます。日ごろから薄味を心掛けま
しょう。
◎薄味でおいしく食べる工夫
・・鮮度と風味の良い、旬の食材を使う
・・旨

う ま み

味をいかす（昆布、かつおだし、干し椎
しいたけ

茸、干しえびなど）
・・酸味を利用する（酢、レモン・ゆずなどのかんきつ類）
・・香辛料を利用する（唐辛子、こしょう、カレー粉など）
・・香味野菜を取り入れる（しそ、ねぎ、しょうがなど）
◎塩分を控える食べ方の工夫
・・麺類を食べるときは汁を残す（汁まで飲むと４～５ｇの塩分摂
取になります）
・・しょうゆやソースはかけずにつける
・・汁わんを浅いものにする
◎カリウムを取りましょう！
　食品中のカリウムには、ナトリウムを体外に排

はいせつ

泄する働きがあ
ります。野菜、いも類、果物、海藻などに多く含まれています。

前月比

※問合先のＧはグループの略表記

●塩分控えめレシピ～昆布とキノコのさっと煮～
【材料】４人分　★１人分食塩相当量0.7ｇ
 切り昆布（乾燥）8ｇ
 えのきたけ　　 80ｇ
 しめじ　　　　 60ｇ
 さやえんどう　 40ｇ
 生
しょうが

姜の千切り　 少々
 ごま油 小さじ２
 だし汁 １カップ
 しょうゆ 小さじ２
 みりん 小さじ２
★煮物は調理時間や調味料の分量により塩分が高くなりやすいの
で風味を生かした調理方法で塩分を控えましょう。

【協力：守谷市食生活改善推進員協議会】

①切り昆布はたっぷりの水で戻す。
②えのきたけは根元を落とし、半分の長さに切
る。しめじは、小房に分ける。

③さやえんどうは筋をとり、斜めに切る。
④鍋でごま油を熱し、しょうがを炒め、①②を加え
てさらに炒め、だし汁を入れて5分くらい煮る。

⑤しょうゆ、みりんを加えて調味し、最後に③を
加えてひと煮する。

　食生活改善推進員は、地域の健康づくりのために食生活と健康に
ついて学んだことを地域へ広める活動をしています。地区の集会・
子ども会・サークル仲間等で「食」について学びたい時に推進員が
出向いて講習会を行います。ご希望の方は、お問い合わせください。

▼問合先　保健センター　 ４８－６０００

ヘルシー保健師だより

塩分を取り過ぎていませんか？

賢くおいしく塩分を控え
健康な からだを目指しましょう！

vol.52vol.52vol.52vol.52




